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1.弥生時代・古墳時代の上器の実測図に網かけした
部分は,煤の付着している範囲を示す。



第Ⅶ章 吹上小中原遺跡

第 1節 調査概要
1 遺跡の立地及び調査概要
吹上小中原遺跡は吹上町湯之浦に所在する。農業大

学の果樹試験場が予定されている地域である。平成 9

年度に確認調査 ,平成11,12年 に本調査を実施した。

遺跡は金峰山から続く標高約55mの シラス台地上に

位置し,北側には笠岡と呼ばれる小高い丘陵がある。

東側・西側と南側は湧水地を含む小河川によって開析

された谷があり,いわゆる舌状台地状を呈する。南側
の谷を隔てて対岸には建石ヶ原遺跡・古里遺跡 。西原

遺跡が存在し,西側の谷を隔てて尾ヶ原遺跡が存在す

る。

吹上小中原遺跡では,農業大学の果樹試験場のため

の同場整備が行なわれるため,削平される部分の調査

を実施することとした。ただ,南端部については大規

模な削平が計画されているため,シ ラス直上までの調

査を実施した。
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遺物包含層は E層 ,Ⅲ 層 L部 ,Ⅳ ,V層 ,Ⅶ・Ⅷ層
の各層で ,I層からは弥生時代・古墳時代・中世の遺
物 ,Ⅲ層上部からは縄文時代晩期の遺物 ,Ⅳ・V層か

らは縄文時代早期の遺物 ,Ⅶ ・Ⅷ層からは縄文時代草

創期と旧石器時代の遺物が出土 している。

遺構は ,旧石器時代の落 し穴 2基 ,縄文時代草創期

の礫群 1基 ,縄文時代早期の石槍が 3本まとまって出

土した集積遺構と集石遺構 1基 ,古墳時代の土器溜 り ,

竪穴住居跡 7基 ,上坑10基 ,中世の掘立柱建物跡 9棟

と豊富である。

2 遺跡の層序
吹上小中原遺跡における地層は,農業センター遺跡

群における標準的な層序と同じである。回場整備が行

なわれているため ,北側を中心にⅡ層が削除 されてい

る部分もあるが ,地層の残存は皇好である。地勢 とし

ては北側の小丘陵から南側へ緩やかに傾斜 している

が ,急な地形変化は見られない。
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第 1図 吹上小中原遺跡位置図 (1/25,000)
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第 2節 発掘調査の成果
1 旧石器時代の調査
十日石器時代は大きく削平されるM・ N-4～ 8区に
おいてのみ調査を実施した。遺構・遺物はⅦ・Ⅷ層に

おいて検出されている。遺構は落じ穴と思われる土坑

2基が検出された。遺物は頁岩・チャート・黒H習石の

フレイクが多く製品は少ない。

(1)遺構
遺構はN-6区 において落 し穴と思われる土坑 2基
が検出された。

1号土坑

1号土坑は長軸95cm,短 軸43cn,深 さ30cmを測る長

方形プランで ,断面はU字状を呈する。長軸は等高線

に平行でほぼ東西である。埋土はⅧ層土が主で ,Ⅸ層

の黄褐色に近い面で検出される。

2号土坑

2号土坑は長軸 105cm,短軸40cm,深 さ30cmを測る

略長方形で断面は逆台形状を呈する。 2号 も 1号 と同

様に等高線に平行で長軸が東西である。埋土も 1号 と

同様である①

(2)遺物 (第 6図 )
遺物は頁岩・チャート・黒曜石のフレイクが多く製

品が少なく図化できたものは 5点である。

1は針尾島産の黒曜石を素材とした細石刃である。

頭部を欠損し中間部から尾部が残存する。断面は三角

形を呈する。 2は上牛鼻産の黒曜石,3は頁岩を素材
とする楔型石器である。 2は栽断面から剥離調整を施

し,下端に打痕が観察される。 3は一部に自然面を残

す剥片を利用したもので下端に打痕が観察 される。

4・ 5は上牛鼻産の黒曜石を素材とした台形石器であ

る。4は不定形剥片を用い,左側縁は打面に相当する。

刃潰し加工は主に腹面から行い,左側縁は素材の特性

をそのまま生かしている。 5は剰片を横位に利用した

もので両側縁を切断した後 ,背面の厚みを減じるため

スライス調整を行なっているものである。
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第 6図 旧石器実測図

旧石器 遺物観察表

挿図

番号

遺物
番号

器  種 出土区 層位 石  材
長 さ 幅

'Sさ

重 さ
備 考

Cm Cm Cm 貿

第
６
図

1 細 石 刃 L-4 Ⅷ 黒 曜 石 0.45 012 （
υ

つ
々 楔形石器 N-4 Ⅶ 黒 曜 石 2.25 0.8

台形石器 L-1 Ⅷ 頁 岩
つ
々 1,73

4 楔形石器 M-4 Vll 黒 曜 石

5 台形石器 N-5 Ⅶ 黒 曜 石 2.8 0.8
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2 縄文時代草創期の調査
縄文時代草創期の調査は,M・ N-4～ 8区までの
削平が深くまでおよぶ範囲について実施したぉその緒

果,石鏃の製作に係るものと思ゎれるブロックが検出

されたもまた.礫群 1基も検出された。遺物は土器

片 ,石鏃・スタレイパー・叩石・凹石等が出土してい

る。

(1)遺構 (第 7・ 3図 )
遺構は石鏃製作跡 2基―,礫群 1基である。
1号石鏃製作跡

M・ N-4・ 5区において検出されたもので,径約
lomの円形状にチップ。フレイタが集中している。
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第 3図 縄文時代草創期検出礫群

製品は石鏃・スクレイパー・叩石・凹石等が見られ

る。

2号石鉄製作跡

N-7区において検出された.もので,lo mの 不整形
な範囲にチップ・フレイクが集中している。製品は石

鏃がほとんどである。

礫群 (第 3図 )

礫群はN-5区 Ⅷ層において検出されたものであ
る。径約 24の円形状に4 cm～ 15cm大の安山岩角礫等
が散在している。掘込みは認められず同じ高さで検出

さ―れる。
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第 9図 縄文時代草創期出土石器 1
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(2)遺物 (第 9。 10・ 12図 )
遺物は土器 ,石鏃等の石器が出上している。

土器

土器は小破片で損耗が激しいもので図化できるもの

はなかったが,薩摩層より下層から出土し,胎土・焼

成は他遺跡の草創期土器と同じようなものである①

石器 (第 9。 10・ 12図 )

石器は石鏃・スクレイパー・叩石・凹石が出土して

ヽヽる。

石鏃 (第 9。 10図 )

石鏃は30点が出上している。素材は玉髄・頁岩・黒

曜石・チャー トと豊富である。石鏃は形状・長さ・幅

の比率 (長幅比)。 基部の形態において分類を行なっ

た。形状は三角形 (A)・ 五角形 (B)。 円形 (C),

長幅比は 1～ 1.5(ほ ば正三角形 a)。 1.5～ 2未満

(ほぼ二等辺三角形 b)・ 2以上 (縦長 c),基部は平
坦 (a)。 浅い (b),深 くV字形 (c)・ 深くU字

形 (d)と した。 (第 11図参照 )
石鏃は打製で,ほ とんどのものが入念な交互剥離に

より調整されている。中には主要剥離面を残し,簡単

な調整を加えたものも見られる。石鏃30点を観察する

と14点は破損しており,尖頭部先端が破損しているも

の (8,9,23),基 部の片側が破損 しているもの

(20・ 21・ 24・ 25。 30),基部両方を破損しているもの

(26～ 29),尖頭部先端と基部の片側が破損しているも

の (22)が認められる。石鏃を分類に合わせてみると ,

6～ 12は A― a― a類であるが,12については製作途
中の剥片の可能性が高い。13～ 15は A― b― b tt。 16
～26は A― a― b類。27～ 29は A一 b― b類。301よ A
― b― c類。31～33は C― b― a tt。 34・ 35は C― b

― b類に分類できる。

スクレイパー・礫器等 (第 12図 )

36～ 41はスクレイパー・調整剥片等である。36・ 37

はチャートを素材にしたもので,周縁部に加工を施し

たものである。やや厚みを持つ小型の素材で木の葉形

または菱形状の形態で,先端部を丁寧な押圧剥離によ

り調整しているもので用途については不明である。38

～41は頁岩の大きな剥片を利用した礫器である。38'

39は一面に自然面を残した剥片の周縁部の一部に大小

の剥離を施したものである。40は側縁に剥離を施した

スクレイパーである。41は剥片石器である。

叩石・凹石 (第12図 )

42は砂岩を素材とした棒状の叩石。一部に敲打痕が

認められる。43は凹石。両面及び側面に敲打による凹

面が認められる①

0                                    5cm
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第10図 縄文時代草創期出土石器 2
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A(ほぼ三角形) B(ほぼ五角形 ) C(ほぼ丸形 )

形 状

a(1～ 1.5:ほぼ正三角形 ) b(1.5～ 2:ほイゴニ等辺三角形) c(2以 上 :縦長 )

長幅比

(長さ■幅)

a(平 坦 ) b(浅い ) C(深い ) d(U字 状 )

基  部

第11図 石鏃の分類図
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旧石器草創期観察表

挿図
番号

遺物
番号

器  種 出土区
位
構
層
遺 石 材

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
備  考

Cm Cm Cm 冥

第
９
図

6 石鏃 N-5 Ⅶ 夏 岩
つ
る

（
υ 04

7 石鏃 N-5 Ⅶ 安 山 岩
（
υ 0.4

8 石鏃 N-4 Ml 玉 ズ イ 0.81

9 石鏃 N-7 Ⅶ 黒 曜 石 0,8 1.65 0,35 046

石鏃 N-7 Ⅶ 頁 岩 ■5 ■4 0.3 046

石鏃 N-4 Ⅶ 頁 岩 ■9 ■4 （
υ 0.91

石 鏃 N-7 Ⅶ 頁 岩
つ
々 0.35 1.33

石 鏃 N-4 Ⅶ 頁 岩 ■8 0.64

14 石 鏃 N-4 Ⅷ 安 山 岩

石 鏃 N-5 Ⅶ 頁 岩 2 0.35 0.91

石鏃 N-5 Ⅷ 安 山 岩
つ
０ 0.43

石 鏃 N-4 Ⅶ 玉 ズ イ ■7 ■6 0.25 0.44

石 鏃 N-6 Ⅶ 頁 岩
つ
じ 0.95

石 鏃 N-7 Ⅶ 頁 岩 1,75 0,76

石鏃 N-7 Ⅶ 黒 曜 石
つ
々 0.45 0,73

石 鏃 N-5 Ⅶ 頁 岩 1.8 0。 3 0.43

石 鏃 N-5 Ⅶ 玉 ズ イ
つ
々 0.2 0.29

石 鏃 N-5 Ⅶ 玉 ズ イ 1.6 165 0,4

24 石 鏃 N-5 Ⅶ 玉 ズ イ 1.85 ■4 （
υ

石鏃 N-4 Ⅶ 玉 ズ イ
（
Ｖ 0,3

石 鏃 N-7 Ⅶ 黒 曜 石 i4

石 鏃 N-5 Ⅶ 玉 ズ イ 1.95
Ａ
Ｖ

石 鏃 N-5 Ⅶ 玉 ズ イ ■5 1.1 0.45

29 石 鏃 N-4 Ⅶ 玉 ズ イ 1.7
（
υ 0.62

石 鏃 N-4 Ⅶ 玉 ズ イ ■9 0.8
（
υ 0.4

第
Ю
図

石鏃 N-7 Ⅶ チャー ト 1.7 0.6

石 鏃 N-5 Ⅶ 安 山 岩 2.3 1.45 0.77

石鏃 N-7 Ⅶ 頁 岩 2.5 ■6 0.4

石 鏃 N-7 Ⅶ 玉 ズ イ
つ
々 025 0,94

石鏃 N-7 Ⅶ 玉 ズ イ 0,25 0.75

第

１２
図

石槍 N-8 Ⅶ チ ャー ト 3.4 2.6 9.1

石槍 N-6 Ⅶ チ ャー ト 3.2 2.6 919
スクレイパー N-5 Ⅷ 斧 状 10.8

39 スクレイパー N-5 Ⅷ 斧 】犬 8.8 7

40 スクレイクヾ― M-6 V 斧 形 8.6 5

41 スクレイパー N-5 Ⅶ 不ll 片
Ｏ
υ

７
ｒ

刀
仕 叩き石 N-5 Ⅷ 砂 岩 10.5 3.8 180.2

”
生 凹石 N-4 Ⅶ 安 山 岩 8 4.25
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第12図 縄文時代草創期出土石器3
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3 縄文時代早期の調査
縄文時代早期はⅣ層・V層より出土するものである

が,掘削の深さ及び上層が澪1除 されている部分の調査

になる。

(1)遺構 (第 15。 16図 )
遺構は石槍 3本が並べてあった集積遺構と集石遺構

が検出された。

① 石槍集積遺構 (第16図 )
D-6区 V層上面で検出されたもので ,石槍が 3本
重ねて並べてある。明瞭な掘込みは検出されなかった。

44～ 46はハリ質安山岩を素材とした石槍で,I類土器
に伴うものと思われる。 3点 ともに体部中央部まで達

する平坦で粗い加工調整を施している。ただ,44のみ

は側縁の調整剥離が一部施されている。46は基部を欠

損しているが 3点ともほぼ同じ大きさである。

② 集石遺構 (第15図 )
集石遺構はD-6区 V層において検出されたもので
ある。 3× 3mの範囲に大小 (5 cm～ 20cm大)の礫
170個 がまとまりのない状況で検出された。掘込みは

認められず ,ほぼ同じ高さに存在するものである。

(2)遺物 (第16～47図 )
遺物は土器・石器とも多種にわたり出土量も多かっ

た。土器は吹上小中原遺跡内で 9類に分類される。

I類土器 (第17～ 31図 )

I類土器は早期の遺物では最も多く出土したもので

ある。円筒土器と角筒土器が見られ,Ia類 (47～ 94)
とIb類 (95～ 103)。 Ic類 (104～ 109)に細分され

る。

第13図 縄文時代早期遺物出土状況 1
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第14図 縄文時代早期遺物出土状況 2
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Ia類は口縁部に貝殻等でキザミロを有し,胴部に

はやや粗い貝殻条痕を斜位に施すが,横位及び縦位の

ものもある。底部にはヘラ等による維位の沈線文が施

されるものが多い。47は D-6区 で出上したもので ,

第17図に見られるように完形の上器がつぶれた状態で

出土したものである。口縁部径16.8cm,底部径11,8cm,

器高 23.8cmを 測り,器壁の分厚いものである。口縁

部にはヘラによるキザミロが二段施され ,胴部は斜行

する粗い貝殻条痕である。底部は同様の貝殻による沈

線状の条痕が縦位に施されたものである。48～ 55は口

縁部で貝殻やヘラによるキザミロが見られる。

51・ 53に は回唇部にもキザミロが施される。58～ 94

は月同部で貝殻条痕が斜位のもの,横位のもの,縦位の

ものがある。

Ib類は, Ia類 とほぼ同様の器形 。文様構成であ

るが ,胴部の貝殻条痕の上に直線・波状の沈線文を施

すものである。95は復元口縁部径16cmを測るものであ
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第15図 縄文時代早期検出集石遺構

る。口縁部に短い貝殻刺突によるキザミロを三段施し ,

胴部には斜行する粗い貝殻条痕とその上にヘラによる

沈線文を施すものである。また,底部外面にも貝殻条

痕が認められる。96・ 97は口縁部 ,96は口唇部にキザ

ミロを有する。97は復元口縁部径15.2cmを測るもので ,

口縁部に貝殻復縁によるキザミロを施し,胴部には貝

殻条痕と沈線文が見られる。99と 1031よ波状の沈線文

を施すものである。

Ic類は胴部の貝殻条痕の上に沈線文 (波状)と 貝

殻復縁による刺突文を施すものであるが,貝殻条痕が

Ia類・ Ib類に比べて端正である。沈線文と貝殻刺

突文を施すもの ,貝殻刺突文のみのものがある。

110～ 1191ま底部である。110～ 1171ま Ia類及び Ib

類の底部 ,118・ 119は Ic類の底部と考えられる①貝

殻条痕及びヘラによる沈線文を縦位に施すものが見ら

れる。
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角筒土器 (第26～ 31図 )

角筒土器は文様構成が Ic類土器と同様で ,その範

疇に入るものと思われるものである。口縁部は四隅が

突出する山形を呈するものがほとんどである。

地文は貝殻条痕文若しくは斜行する貝殻押引文で ,

口縁部には貝殻腹縁の刺突によるキザ ミロ文を施す。

また,胴部貝殻条痕の上に貝殻刺突文を斜めに施し菱

形状を呈するものや,2～ 3条の貝殻条痕 (沈線文状 )
による波状の文様を施すものもある◎角の部分にも貝

殻刺突が見られる。1211よ 1辺約12cmを 波1り ,胴部に

縦位の貝殻条痕文を施し,その上に斜位の貝殻刺突

文・ 2条の貝殻条痕による波状文を施すものである。

また,角の部分にも貝殻刺突文が見られる。122も 文

様構成は121と 同様である。口縁部に貝殻刺突による

キザ ミロ文が施される。123～ 1311よ 口縁部である。

45

→

第16図 縄文時代早期検出石槍集積遺構

0                    1 0cm

132～ 160は胴部。161～ 1651よ底部である。底部には貝

殻による沈線状の条痕を縦に施すものである。

I類土器 (第 25図 )

わずかに 1点 だけ図示できた円筒上器の口縁部であ

る。120は口唇部を平坦に仕上げ口縁部に貝殻復縁に

よる刺突文を横位に一条施し,その下位に鋸歯状の沈

線文を施すものである。また,口唇部にはキザミロが

見られる。

Ⅲ類土器 (第32図 )

166～ 177の 12点 を図示できた。口縁部がやや外反す

る円筒土器で,口縁部に貝殻刺突文を斜位または横位

に施し,胴部は綾杉状の貝殻条痕文である。166は

24 9cm,167は 19.4cmの復元口縁部径を測る。1681よ 山

形口縁を呈する。177は復元径12cmの底部である。
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I類土器観察表

図
号
挿
番
遺物
番号 出土区

位
構
層
遺 色  調

胎  土
焼成 外  面 内 面 備  考

石 英 長 石 角閃狂その犯

奉17区 47 ○ 〇 良 貝殻刻 目文 ・貝殻条痕 文 ケズ リ

第
１８
図

48 D-6 Ⅳ 茶褐色 ○ 〇

49 D-6 Ⅳ 黒茶褐色 〇 〇

D-6 V 暗茶褐色 ○ 〇

黒茶褐色 ○ 貝殻刺突文・貝殻条痕文
E-7 Ⅳ 暗茶褐色 ○ 貝殻刻目文・殻頂部押圧
D-6 Ⅳ 茶褐色 ○ 〇 貝殻刻目文・貝殻条痕文

54 C-6 Ⅳ 茶褐色 ○ ○ 刺突文
E-7 Ⅳ 茶褐色 ○ 〇 貝殻刺突文・貝殻条痕文
D-6 Ⅳ 茶褐色 〇 ○ 貝殻刻目文・貝殻条痕文
D-6 V 暗茶褐色 〇 ○ 貝殻 条痕文

58 D-6 Ⅳ 茶褐色 〇 ○

E-7 Ⅳ 茶褐色 ○ ○

第

１９
図

60 M-7 Ⅳ 茶褐色 貝殻条痕文
D-6 Ⅳ 暗茶褐色 C Э

D-6 V 茶褐色 ○ ○

D-6 V 暗茶帽色 ○ ○

D-6 V 茶褐色 ○ ○

E-7 Ⅳ 茶褐色 ○ ○

D-6 W 茶褐色 ○ ○

N-4 Ⅳ 茶褐色 ○ ○

D-6 Ⅳ 茶褐色 ○ ○

D-6 V 淡茶褐色 ○ ○

D-6 Ⅳ 茶褐色 C Э

第
２０
図

D-6 V 茶褐色 貝殻条痕文
C-4 V 茶褐色 C ○ ○

D-6 V 茶褐色 ○ 〇

D-6 Ⅳ 茶褐色 ○ ○

E-7 Ⅳ 茶褐色 ○ ○

Ⅳ 茶褐色 ○ ○

D-6 Ⅳ 茶褐色 ○ ○

D-6 Ⅳ 茶褐色 ○ ○ ○

79 D-6 V 茶褐色 ○ ○

80 D-6 Ⅳ 茶褐色 〇 ○

E-7 Ⅳ 黒茶褐色 〇 ○

82 Ⅱ 茶褐色 ○

83 M-7 Ⅳ 茶褐色 〇 ○

84 D-6 V 暗茶褐色 Э

第
２．
図

E-7 Ⅳ 黒茶褐色 ○ ○ 貝殻条痕文
86 E-7 Ⅳ 黒茶褐色 ○ ○ ○

D-6 Ⅳ 茶褐色 ○ ○

E-7 Ⅳ 茶褐色 〇 ○

Ⅳ 茶褐色 ○ ○ ○

D-6 Ⅳ 茶褐色 ○

E-7 Ⅳ 茶褐色 ○

E-7 Ⅳ 茶褐色 ○ ○

K-5 V 茶褐色 ○ 〇

D-6 V 茶褐色 ○

第22区 D-6 Ⅳ 淡茶褐色 ○ ○

第
２３
図

M-7 Ⅳ 茶褐色 ○ ○ 貝殻条痕文
I-5 Ⅱ 暗茶褐色 〇 貝殻条痕文・沈線文状条痕
E-7 Ⅳ 茶褐色 ○

L-9 Ⅱ 茶褐色 Э

H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○

H-5 Ⅲ 茶褐色 ○ 貝殻条痕文・沈線文状条痕
102 D-6 V 茶褐色 ○ ○

N-5 Ⅳ 茶褐色 ○ ○ 貝殻条痕文・沈線文
弗
２４
図

104 K-7 Ⅲ 茶褐色 ○ ○ ○ 貝殻 (条痕文・刺突文)沈線文
M-6 V 暗茶褐色 ○ ○
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挿図
番号
遺物
番号
出土区
層位
遺構

色  調
胎  土

焼 成 外  面 内 面 備  考
石 英 長 石 角閃石その他

第
２４
図

106 M-7 Ⅳ 茶褐色 里 貝殻 (条痕文・束1突文)沈線文 ケズ リ

107 C-4 Ⅳ 茶褐色 ○ ○ 斜野押引文

108 C-4 Ⅲ 茶褐色 ○ ○

109 C-5 Ⅲ 茶褐色 ○ ○

110 D-6 V 茶褐色 ○ ○ 貝殻条痕文

D-6 V 茶褐色 ○ ○ ○

112 D-6 Ⅳ 茶褐色 ○ ○

D-6 V 茶褐色 ○ 〇 ○

M-7 Ⅳ 茶褐色 ○

Ⅳ 茶褐色 Э 貝殻条痕文

第
２５
図

116 D-6 V 暗茶褐色 〇 貝殻刺突文・貝殻条痕文

D-7 Ⅳ 茶褐色 〇 〇

118 C-4 Ⅳ 茶褐色 ○ 〇 〇 貝殻 (条痕文・刺突文)沈線文

C-4 Ⅳ 茶褐色 〇 〇 ○

120 H-1 ユ 暗茶褐色 ○ 〇 ○ 貝殻刺突文・へら押引文
第

２６
図

M-7 lW 黒茶褐色 ○ ○ ○ 貝殻 (条痕文・亥1目文・刺突文)

122 K-5 V 茶褐色 ○ ○ ○

第

２７
図

123 M-7 Ⅱ 淡茶褐 色 ○ 貝殻 (条痕文・刺突文)刻目文

M-5 Ⅲ 黒茶褐色 Э

M-7 Ⅳ 茶褐色 ○ ○ Э

126 D-6 V 茶褐色 ○ ○
７

８

２

２

M-5
M-7

Ⅳ

Ⅳ

淡茶褐色 ○ ○ 〇

黒茶褐色 ○ 〇 ○

129 M-7 Ⅳ 茶褐色 ○ 〇
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一報

I類土器観察表
図
号
挿
番
遺物
番号

層位
遺構 色  調

月台  土
焼 成 外  面 内  而 備  考

石 英 長石 ¬閃雅その型

第
２８
図

M-7 Ⅳ 茶褐 色 ○ ○ 良 貝殻 (条痕文・刺突文)刻 目文 ケズ リ

M-7 Ⅳ 茶褐色 C C
N-6 Ⅳ 暗茶褐色 〇 〇 貝殻 (条痕文・刺突文)沈線文

M-7 Ⅳ 黒 茶褐色 C 〇 貝殻刺突 文・貝殻 条痕 文
M-5 Ⅳ 淡茶褐色 ○

Ⅱ 黒茶褐色 〇 〇

M-6 Ⅲ 黒 茶褐色

第
２９
図

M-7 Ⅳ 茶褐色 貝殻 条痕 文

138 N-8 Ⅶ 下 暗茶褐色 〇 ○ 貝殻刺突文・貝殻条痕文
L-4 Ⅲ 黒 茶褐色

140 M-7 Ⅲ 茶褐色 ○ 〇 Э 貝殻 条痕 文

141 M-7 Ⅳ 茶褐色 ○ 〇 ○

142 L-4 Ⅱ 茶褐色 ○ ○

143 M-7 Ⅳ 黒茶褐色 〇 ○ ○ 貝殻 刺突 文・ 貝殻 条痕 文

144 淡茶褐色 Э Э 〇

L-5 V 茶褐色 ○ ○ Э

第
３０
図

146 L-6 茶褐色 〇 〇 貝殻 刺突 文 ・貝殻 条痕 文

147 L-1 V 茶褐色

148 L-5 V 黒茶褐色 〇 ○ 貝殻 条痕 文

149 M-8 暗茶褐色 ○ ○ 貝殻刺突文・貝殻条痕文
150 茶褐色 ○ 〇

M-6 Ⅳ 茶褐色 ○ 〇 〇 貝殻 条痕 文

M-6 Ⅳ 黒茶褐色 〇 〇 只殻刺突文・貝殻条痕文
K-5 V 暗 茶褐色

茶褐色 ○ ○

L-4 V 茶褐色 ○ 〇

156 M-7 Ⅳ 茶褐色
157 M-7 Ⅳ 茶褐色 〇 〇

N-6 Ⅳ 茶褐色 O
L-4 V 淡茶褐色 〇 Э ○

L-4 Ⅳ 茶褐色 Э Э 〇

第
３．
図

161 M-7 Ⅳ 茶褐 色 Э 貝殻刺突文・貝殻条痕文
162 茶褐色 ○ 〇

L-5 V 茶褐色 Э 〇 ○

164 K-5 V 茶 褐 有 〇 ○ ○

N-6 Ⅳ ネ綱

“

○ ○ ○ 貝殻 条痕 文
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PV

第 31図

V類土器 (第33～36図 )
178～ 212の35点を図示できた。口縁部がやや内弯 じ

口唇部は内傾するものであるが,丸みを帯びたものも

ある。胴部には 3条から6条の肋を利用した短めの貝

殻条痕を不規則に施すものであるが,綾杉状に施すも
のもある。また,器壁は分厚い。1781よ口縁部径35cm

を波Iる大きなものである。口縁部が直行気味で ,口縁

部直下から短い貝殻条痕による綾杉状の文様を施すも

のである。1791よ 口縁部径24.6cmを 波1る。口縁部は内弯

し口唇部は丸味を帯びるものである。口縁部直下に貝

殻条痕を沈線文状に施し,1同部には短い貝殻条痕を不

規則に施すものである①

180は復元口縁部径12 4cmを 測る。口縁部はわずか

に内弯し口唇部は平坦におさめる。胴部には不規則な

短い貝殻条痕を施す。209～ 212は底部である。

V類土器 (第37図 )
回転押型文を施すもので ,4点 が出土 している。
213は楕円押型文土器である。頸部でややくびれ ,口

0                                      1 ocm

I類土器 15

縁部は外反するものと思われる。214～216は同一個体

と思われるもので,胴部に同心円押型文を施すもので

ある。

M類土器 (第 37図 )
わずかに 1点 だけのものである。217は 回縁部径

27.4cmを波1る 。口縁部及び口唇部に亥1目文を施し,胴

部は縦位の貝殻条痕の後に横位・斜位の貝殻条痕を施

すものである。

Ⅶ類土器 (第 38図 )

4点を図示できたものである。回縁部がラッパ状に

外反する器形のもので,口縁部には沈線文と連続刺突

文 ,4nl部に縄文を施すものである。218と 2191よ同一個

体と思われる。220は胴部 ,221は底部である。

Mll類土器 (第 38図 )

底部のみ 3点 (222～ 224)を 図示できた。やや薄め

の平坦な底から丸味を帯びて立ち上がるもので,横位
の沈線文が施される。

メ
ト
十
】ぃ
一

161
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4 縄文時代前期の調査
縄文時代前期の遺物はⅢ層中より出土している。

(1)遺構
遺構は検出されなかった。

(2)遺物
遺物は少なく,型式の判明しないものもある。
区類上器 (第38図 )

225～227の 口縁部のみ 3点を図示したが,同一個体

沙

聯∽

♀___「__¬
「
_~可~~~T~~~十 ~――

「
―~可~~~T~~~T~1⊇fm

第38図 Ⅶ・Ⅷ 。区・X・ � 類土器

と思われる。口縁部の内外面に同じような連続刺突文

を施し,口唇部には鋸歯状の沈線文を施すものである。

X類土器 (第 38図 )
1点だけのものである。胴部の内外面に粗い貝殻条

痕を施すものである。

� 類土器 (第 38図 )

口縁部付近の 2点であるが,同一個体と思われるも

のである。横位の沈線文を不規則に施すものである。

′

２３。
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Ⅲ～� 類土器観察表

挿図

番号

遺物
番号 出
土区
層位
遺構

色  調
胎  土

焼成 外  面 内 面 備  考
石 英 長石 角門石その犯

第

３２
図

N-6 Ⅳ 茶 褐 色 良 日 マナ硼 I竿 V。 日 帝与条 】臣祠 ケズ リ

N-4 Ⅳ H音 茶 褐

N-6 Ⅳ 茶 褐

N-6 lV 茶 褐 色 C C ○ 貝 殻 卿 1突更

D-7 世 黍 褐 色 貝殻条痕文

M-6 V 茶 褐 色
172 黍 褐 色 C ○

茶 褐 色

174 N-6 Ⅳ 茶 褐 色 C C
N-4 lll 暗 茶 褐 ⊃

― h V 茶 褐
n_ Ⅳ 茶 褐 缶 C C

第

３３
図

178 M-6 lV 茶 褐 矢写貝 識 多苺展
~死

179 脂1-h Ⅳ 茶 褐

180 M-6 V 茶 褐 色 ○ ○

181 M-5 V 茶 褐

182 M-6 Ⅳ 茶 褐
Ｏ
Ｏ M-6 Ⅳ 茶 褐 色 ○ ○

184 M-6 V 褐 色

185 h/1-ハ V 褐 色

第

３４
図

186 M-7 」 茶 褐 色 矩 貝殻 条痕 文

N-6 Ⅳ 掲 色

188 N-6 Ⅳ 褐 色

189 M-6 V 黍 褐 色 ○ ○

190 M― h lll

M― A V 褐 色 の

第

３５
図

M-6 V 奈 褐 色 短貝殻条痕文
N-7 Ⅷ 茶 褐 色

194 M-6 Ⅳ 茶 褐 色 の の

195 N-6 Ⅳ 黍 褐

N一 ハ Ⅳ
M-6 Ⅳ 茶 褐 色 ○ ○ Э

198 M-6 V 黍 褐
199 -6 IV 黍 褐

200 M-6 V 茶 褐 色 ○ ○ ○

201 M-6 皿 褐 色

202 M一 ハ Ⅳ 褐 負

第

３６
図

（
Ｖ M-6 V 黍 褐 色 υ 短貝殻条痕文
204 N-7 Ⅶ

205 M-6 Ⅳ 茶 褐 色 0
206 M-7 lV 茶 褐
∩
Ｖ N― ハ Ⅳ 黍 褐

208 M-6 V 茶 褐 色 ○ Э の

N-6 Ⅳ 黍 褐

210 M-6 V 茶 褐
211 N-6 Ⅳ 茶 褐 色 Э ○ ○

212 M-6 lV

第

３７
図

」 余 褐 色 橋 円押型 文

L-1 Ⅳ 暗 黍 褐 色 同心円押型文
Ⅳ

216 L-2 Ⅳ 茶 褐 色 Э 0
217 G-7 J 暗 茶 褐 日 帝しフHtt V。 日 科 上浄扁

～

第

３８
図

218 E-7 黍 褐 只U突遅 点 又 ・ 覆 禄 又

E-7 ] 茶 褐 色 ○ ○ ○

220 E-7 」 黍 褐 縄 文

E-7 Ⅲ 茶 褐

222 N-6 Ⅳ 淡茶褐色 Э 沈線 文

N-6 lV 黍 褐 色

N-6 Ⅳ 茶 褐 色
225 M-lC 皿 茶 褐 刺突運点文・刻 目突帯 束I突運点文

226 M― 黍 褐

D-5 ] 茶 褐 色 ○ Э 貝殻 条痕 文 ケパ リ

228 M-10 黍 褐 刺突運点文 瀬1突連点文

229 -4 Π 黒 黍 褐 沈線 文 ケズリ

230 G-5 」 茶 褐 色 ∩
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縄文時代早期の石器 (第39～47図 )

縄文時代早期に該当する石器は,Ⅳ層 。V層より出
土している。石槍 。打製石鏃・楔形石器・磨製石斧・

局部磨製石斧 。砥石・磨石・叩石 。石皿等多くの石器

が出上している。

石鏃 (第39～41図 )

231～273は石鏃で43点 が出土している。素材として

は玉髄 。頁岩・安山岩・黒曜石 。チャー ト・鉄石英・

姫島産の黒曜石等が用いられている。石鏃の分類は草

創期の分類と同様である (第 11図参照 )。

調整方法は入念な交互系1離により加工調整されてい

る。また,主要承1離面を残し,簡単な調整を加えたも

石鏃 観察表

のもある。231～ 236は三角形の A― a一 a類 ,237～
243は A― a― b類 ,244～ 2511よ A― b― b類 ,252～
254は 基部が欠損 しているものの A一 b― c類 と思わ

れる。255は基部が斜めになるものの分類上は A― b

― a類に入る。2561ま A― b― d類 ,257～ 267は 基部
が欠損するものはあるが,A― c類に入るものである。
A― c― a類 (261・ 263・ 265)と A― c― b類
(257・ 262・ 264・ 266・ 267)に 分けられる。268～ 272

はB類で,B― b― b類 (268～ 271),B一 c― b類
イこ分イすられる。

273は尖頭部が鋭くはないが,丸形のC― b― a類
に入る。

挿図
番号

遺物
番号 器  種 出土区

層位
遺構 石  材

長 さ 1隔 厚 さ 重 さ
備  考

IF

第
１６
図

44 石 槍 D-6 Ⅶ 安  山  岩 16.2 ■4 0,74 28.66

石 槍 D-6 Ⅶ 安  山  岩 15.4 17 0.85 4327
46 石 橙 D-6 Ⅶ 安  山 岩 17.25 2,75 0.8 37.58

第
３９
図

231 石 鏃 N-6 V 頁 岩 033 0.43
232 石 鏃 M-6 Ⅳ 頁 岩 155 02

石 鏃 M-7 Ⅳ 頁 岩 1.45 175 0.4 0.64

234 石 鏃 N-6 Ⅳ 頁 岩 1.85 0.3 0.57

235 石 鏃 M-6 V 安  山  岩 165 035 0.61

236 石 鏃 Ⅳ 頁 岩 215 1.23

237 石 鏃 N-7 Ⅳ b 安  山  岩 0.8 165 0.32 047
238 石 鏃 M-5 V チ ャ ー ト 0.4 0.66
239 石 鏃 N-5 V 頁 岩 0.23 0.34

240 石 鏃 M-6 V 頁 岩 03 0.6
241 石 鏃 M-7 Ⅳ 頁 岩 ■8 0.3 075
242 石 鏃 N-4 V チ ャ ー ト 0,77 0.3

243 石鏃 M-6 V 頁 岩 0.35 06
244 石 鏃 M-6 Ⅳ 黒  曜  石
245 石鏃 N-7 Ⅳ b 安  山  岩 ■4 04 065
246 石鏃 N-6 Ⅳ 安  山  岩 2.5 0,75 3.26

247 石 鏃 N-7 Ⅳ チ ャ ー ト ■8 1.35 0.35 07
248 石鏃 N-7 Ⅳ 頁 岩 145 024 0.48

249 石鏃 N-6 Ⅳ 黒曜石 (姫島) 1.8 0,3 048
250 石 鏃 N-6 V チ ャ ー ト 0,35 0,72

251 石鏃 N-5 V 玉  ズ  イ 0.37 0,99

第
４。
図

252 石 鏃 N-5 Ⅳ チ ャ ー ト 0.3 0.42

253 石 鏃 N-6 Ⅳ 赤  石  英 265 11
254 石 鏃 M-7 Ⅳ 黒   曜  石 0.69

255 石 鏃 N-5 Ⅳ b 安  山 岩 24 052
256 石 鏃 M-7 Ⅳ チ ャ ー ト 2.5 04 1.15

257 石 鏃 N-6 V 玉  ズ  イ 215 0.3 061
258 石 鏃 D-7 V 頁 岩 0.36
259 石鏃 N-7 IV 玉  ズ  イ 17 1.25 0.2 0.48
260 石鏃 N-7 Ⅳ チ ャ ー ト 2 0.45 0.99

石 鏃 N-6 Ⅳ 赤  鉄  英 2.6 385 088
262 石鏃 D-6 V 安  山  岩 3.05 035 0.84
263 石 鏃 V チ ャ ー ト 3.15 0.4 1.38

264 石鏃 V 安  山 岩 0.3 0.85
265 石鏃 N-7 V 頁 岩 201
266 石 鏃 D-6 V 安  山 岩 1.35 0.4 ■2
267 石鏃 D-6 V 頁 岩 3.75 1.25 0,4 1.63

268 石 鏃 N-7 Ⅳ 准 質 頁 岩 2.4 0.35 114
269 石 鏃 Ⅳ チ ャ ー ト 2.7 064 2.29

270 石 鏃 M-7 Ⅳ チ ャ ー ト 22 1_15 03 0.67
第

４．
図

271 石 鏃 D-6 V 赤  鉄  英 1.15 0,3 0.76
272 石 鏃 E 頁 岩 325 116
273 石 鏃 M-7 Ⅳ 頁 岩 2.6 1.35 0.4 1.63
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石槍 (第16・ 42図 )

274・ 275はハ リ質安山岩を素材とした石槍である。

44～ 47の石槍と同様に, I類土器に伴うものと思われ

る。274は完形で,275は基部 。尖頭部を欠損するがと

もに調整は体部中央部まで達する平坦で粗い加工調整

を施した後に,両側面共に微細な調整獄1離が行なわれ

る。断面形はいずれも凸レンズ状である。

不定形石器 (第43図 )

276～282は定型石器としての位置付けが明確に出来

ないものである。276は小さくやや厚めの剥片に粗い

調整剥離が加えられたもので,一辺には微細な調整を

有するものである。2771ま縦長の剥片で ,上辺につぶ

れが生じている。278は小さく厚みのある剥片を素材

に用い,上面につぶれが認められるものである。279

は一面に自然面を残し,一辺に微細剥離が認められる。

280は折れか切断による不定型な剥片でやや厚みがあ

る。一部に微細な剥離が見られる。

281・ 282は扁平な大形剥片を素材とする①281は縁

辺に調整剥離の加えられない部分を残し,側辺の一部
に調整が認められる。2821ま背面の一部に自然面を残

した不定形な呆1片で ,比較的角度のある下辺部に微細

な剥離が見られる。

石斧 (第 44図 )

283～291は石斧である。283・ 2841よ局部磨製石斧。

238は短冊形で刃部を欠損する。側縁には剥離調整が

認められ ,表面・裏面とも部分的に擦痕が見られる。

284は側縁がやや張るものの形態的には短冊形である。

裏面には縦方向の大きな剥離が残るものである。刃部

に擦痕が認められる。285～ 291は打製石斧である。基

本的には短冊形の石斧であるが,2871よ側縁が外弯 し,

290は内弯する。285は 刃部を欠損する。286・ 289・

290は 両面共に自然面を残すもので ,素材選択の意図
が窺える。287は片面に自然面を残す。288は刃部を欠

第41図 縄文時代早期出土石器 3

損する。290はやや大型の石斧で厚くしあげたもので

ある。291は 一面に自然面を残す石斧の破損品である。

礫器 (第45図 )

292～298は礫器としたものである。292は横剥ぎの

剥片を素材とし,両側縁に剰離調整が施されたもので

ある。293は両面に自然面を残し,縁辺部に粗い剰離

調整が施される。294は一部に自然面を残すもので側

縁・下縁に尿1離調整が見られる。295は片面に自然面

を残す剥片で下縁には剥離調整が施される。

296は粗い剥離調整が施される。2971よ表面の下端に

自然面を残すもので,下縁に微細な加工痕を認める。

298は片面に自然面を残すもので ,裏面の下縁に剥離

調整が施される。299は小型のもので剥離調整が施さ

れる。

砥石 (第45図 )

300は扁平な砂岩を利用したもので砥石として取り

扱ったものである。両面及び側面に擦痕が見られる◎
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磨石・叩石・凹石 (第 46・ 47図 )

301～311は磨石・叩石・凹石の類である。素材には

砂岩が多く使われ ,安山岩・頁岩も若干見られる。こ

れらの中には,磨っただけの磨石 ,表面及び側面等に

敲打の見られる叩石 ,一部に堅果類等を砕いたために

できたのではないかと考えられる凹みを有する凹石 ,

また, 1個の石器のなかで 2～ 3種の機能を有するも

のなど多岐にわたるものがある。

301～ 3091ま基本的に磨石であるが,301・ 3021よ磨面

だけが見られる磨石。303～ 309は磨面 。敲打痕及び凹

0                                      1 0cm

― l

第42図 縄文時代早期出土石器 4

面を有するものである。303は側縁に著 しい敲打痕が

見られる。304～ 306及 び3091よ両面 。片面に凹みを有

する凹石。3071よ側縁に敲打痕 ,両面に凹みを有する

もの。308は側縁に敲打痕が認められるものである。

310。 311は棒状の自然礫を使用したもので ,3101よ片

面に凹みを有する。311は 下端が敲打によると思われ

る欠落部分が見られる。

石皿 (第47図 )

312は 石皿であるが ,大半が欠落しているもので ,

一面に作業面が認められるものである。

⇔
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ＩＧ

石器観察表石槍～石皿
挿図
番号

遺物
番号 器  種 出土 区

位
構

層
遺 石  材

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
備  考

非
４２
回

石 槍 N-8 lll ブ質 安 山 岩 7.8 2.55 0.94 18.47
275 石 槍 D-5 lW ハ リ質 安 山 岩 6.2 0.8 15.85

第

４３
図

276 ス ク レイパ ー N-6 Ⅳ 頁 岩 2.6 2.35 5,71
277 スク レイパ ー Ⅳ 頁 岩 0_75 6_66
278 ス ク レ イパ ー M-6 Ⅳ 買 岩 3.25 1.05 9,61
279 ス ク レイパ ー D-6 Ⅳ 玉  ズ  イ 3.45 4 6_93
280 ス ク レ イノヾ ― N-7 V 玉  ズ  イ 5,7 1_47 26.15
281 ス ク レイクヾ ― Ⅳ 頁 岩 4.2 0.9 39.17
282 ス ク レイノヾ ― N-4 V 買 岩 6_6 5_5 47_81

第

４４
図

局 部 石 斧 Ⅷ 真 岩 (9.5) 4.7 1.7 101.18
284 局 部 石 斧 D-6 V 良 岩 12_15 6.3 138.92
285 打 製 石 斧 H-4 Ⅳ 頁 岩 (11.5) 5 2.4 165,21
286 打 製 石 斧 D-6 V 頁 岩 5_15 1_6 167_■ 1

287 十T蓮Jア
=律 M-5 Ⅳ 頁 岩 12_3 4.9 2_2 143.79

288 打製石斧 Ⅳ 頁 岩 9.3 1.7 116.42
289 打 製 石 斧 Ⅳ 真 岩 (10) (2.8) 2.45 1942
290 打 製 石 斧 エ 頁 岩 18.3 10.1 4.25 930
291 石 斧 破 片 D-6 Ⅳ 頁 岩 11_8 8_5 1_7 72_39

第

４５
図

ス ク レイパ ー V 粘  板  岩 10.9 6_25 1.45 160.58
293 スク レイ′ヾ ― L-6 Ⅳ 真 岩 7.5 230_97
294 スク レイパ ー M-7 皿 頁 岩 9.75 7.2 3.25 224.93

スク レイパ ー D-6 Ⅳ 買 岩 10,7 2,9 262.1
296 スク レイパ ー M-6 Ⅳ 頁 岩 8_8 9_8 206_76
297 ス ク レイパ ー M-5 Ⅲ 頁 岩 3 265。 11
298 ス ク レ イパ ー Ⅳ 罠 岩 11_2 4.4 350.5
299 ス ク レイパ ー N-2 Ⅳ 頁 岩 8_1 2.5 35_97
300 日

「 き z三 N-7 Ⅳ 頁 岩 10.5 8.2 213_65

第

４６
図

301 磨 名 M-6 Ⅳ 砂 岩 7_45 640.5
302 磨 石 M-7 Ⅳ 砂 岩 3.52 390
303 磨 石 N-6 Ⅳ 安  山  岩 4.5 178.35
304 磨 石 N-7 Ⅳ 砂 岩 7 335 243.92
305 磨 石 N-7 Ⅳ 砂 岩 315_88
306 磨 石 Ⅳ 砂 岩 93 97 4.6 405
307 暦 石 N-6 lV 砂 岩 10.75 2,7 4.9 790
308 磨 石 D-6 Ⅳ 安  山  岩 1215 2.3

第

４７
図

309 磨 石 N-6 Ⅳ 砂 岩 12.7 10.3 575 ■135
310 日Πえ三 N-6 V 頁 岩 14_85 4_75 325 330.44

窪 み 石 N-6 Ⅳ 砂 岩 13.4 585 3.8 324.74
312 石 皿 N-6 V 砂 岩 89 5.35 820
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5 縄文時代後期の調査
縄文時代後期の遺物はⅢ層上部より出上している。

(1)遺構

遺構は検出されなかった。

(2)遺物

遺物は� 類土器が13点 ,�類土器が 1点 ,底部 3

点が出土している。

� 類土器 (第48・ 49図 )

内外面を貝殻条痕で調整し,胴部に沈線文を施すも

のである。313は口縁部がくの字状に外反し,口唇部

に突起を有するものである。314・ 315はやや内弯気味

の口縁部で口唇部には沈線が認められる。

316は復元口縁径23 6cmを 沢Jる 。直行気味に立ち上

がる口縁部である。口縁部下位に 1条の沈線を巡らし,

その下にコの字状の沈線文を施すものである。

317は復元口縁径27cmを 波Iる。口縁部は短く外反し

胴部はやや膨らむものである。口縁部は推定で 4か所

の突起を有する山形を呈し,突起部には内面に施され

た短沈線によるキザミロが見られる。くびれ部及びそ

の下位に 2条の沈線を巡らし,胴部には直線的な沈線

で鋸歯状の文様が描かれる。この上器は胎土が堅緻で

色調がピンク色を呈するもので,指宿方面で出土する

同形式の特徴を備えている。318～ 323は 口縁部である。

323は口縁部が丸く肥厚する。324'325は 沈線文が施

される胴部である。

Xlll類土器 (第49図 )

1点のみの出上で復元口縁径37cmを波1る 。直線的に

外反する胴部から口縁部は屈曲して直行気味に立ち上

がるものである。この型式の特徴である口縁部の肥厚

はあまり見られない①口縁部には斜行する貝殻復縁の

刺突文が施される。

327～ 329は深鉢形土器の底部であるが ,XⅡ 類土

器・� 類土器のいずれに伴うか判別ができないもの

である。いずれもわずかに上げ底状を呈する。

縄文時代後期土器観察表

図

号

挿

番
物
号
遺
番 出土区

位
構
層
遺 色 調

胎  土
焼成 外 面 内 面 備 考

石英 長石 的閃准その他

第

４８
図

I-5 茶褐色 ○ ○ 良 突起・刻目文 ケズ リ

M-1( Ⅲ 茶褐色 ○ ○ ○ 沈線文 ケズリ

M-1 Ⅲ 茶褐色 ○ ○ Э 沈線文 。刺突文 ケズ リ

316 M-5 皿 茶褐色 ○ ○ 沈線文 貝殻条痕

H-3 暗茶褐色 ○ ○ 貝殻条痕

第

４９
図

D-5 埋土 暗茶褐色 ○ ○ 沈線文 貝殻条痕

H-3 茶褐色 ○ ○ 貝殻条痕

M-10 皿 茶褐色 ○ ○ ○ 貝殻条痕

M-10 Ⅲ 茶褐色 Э ○ ○ 貝殻条痕

322 H-3 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ 貝殻条痕

H-3 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ○ 貝殻条痕

324 L-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ 貝殻条痕

325 L-8 Ⅲ 茶褐色 ○ ○ ○ 貝殻条痕

326 L-8 Ⅲ 茶褐色 ○ ○ ○ 貝殻刺突文 ケズ リ

H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ケズ リ

328 E-4 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ ケズリ

329 L-7 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ ケズリ
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6 縄文時代晩期の調査
縄文時代晩期は,Ⅲ 層上部において出土するもので

ある。遺物は土器・石器共に数多く出土している。

(1)遺構

遺構は検出されなかった。

(2)遺物

遺物は土器・石器が出土している。土器には組成深

鉢形土器と精製浅鉢形土器が見られる。石器は石鏃 。

打製石斧を主として多く出土している。

� 類上器 (第50～56図 )

� 類土器は深鉢形土器と浅鉢形土器に形態分類で

きる。概して深鉢形土器は粗製土器で浅鉢形土器は黒

色研磨の精製土器である。

深鉢形土器 (第50～54図 )

深鉢形土器は,口縁部の形状によりa類 (330～ 337)

とb類 (338～ 376)イこ細分される。

330～ 337は 日縁部が肥厚し,口縁部に沈線を有する

ものである。3301よ口縁部径24.Ocmを 測る。胴部には

屈曲部を有し口縁部はゆるやかに外反する。

口縁吉Бは短く肥厚 し, 1条 の沈線を巡らす。331～

336は肥厚する口縁部で,沈線を 3～ 4条巡らすもの

である。334～ 336は頸部から口縁部への外反の度合い

が強く,口縁部が三角形状を呈するものである。 337

は口縁部径25.Ocmを 測る。口縁部はくの字状に外反し

肥厚するが沈線のないものである。

338～ 375は胴部で逆くの字状に屈曲し肩部は内傾

し,頸部から口縁部へはくの字状に外反するものであ

る。ほとんどが内外面とも条痕調整であるが,内面が

ナデ調整のものもある。また,口縁部が直線的に外反

するものと,内湾気味に外反するものとがある。 375

は胴部。胴部で逆くの字状に屈曲し,肩部は内傾する。

頸部から口縁部へくの字状に外反するものである。

376は胴部の屈曲部から底部へかけてのものである。

内外面共にヘラミガキ調整である。

377は 口縁部径14.3cmを浪Iる小型の深鉢形土器であ

る。胴部の屈曲及び口縁部の外反が弱くなだらかで口

縁部も短いものである。

底部 (深鉢形土器 )

378～ 435は深鉢形土器の底部である。ほとんどが平

底であるが,421・ 423・ 433は 上げ底である。また ,

張り出しのあるものと無いものがある。

425～ 4351よ厚みのある底部である。

浅鉢形土器 (第55。 56図 )

浅鉢形土器も形状によりa類 (436～ 447)と b類

(448～ 452)に大別できる。

436～ 447は丸底の底部から外方へ立ち上がり,胴部で

逆くの字状に屈曲して口縁部は反り気味に外反するも

ので,口縁部は概して長いものである。436は口縁部

径29.2cmを 測る。胴部の屈曲部から口縁部は反り気味

に外反する。口縁端部はすばまり, 1状の沈線を巡ら

す。437～ 4461よ口縁部を欠損するものである。447は

丸底の底部で 1条の沈線を巡らす。

448～ 453は胴部の深いもので,屈曲部がなく丸みを

帯びる。また ,回縁部も短く外反するものである。

448は 口縁部径29,6cmを 波1る 。丸みを帯びた胴部から

肩部もなだらかに内傾し口縁部は短く外反する。449

は口縁部径25。 6cm。 短く外反する口縁部で,外面に 2

条 ,内面に 1条の沈線を巡らす。450は頸部および胴

部に沈線を巡らす。4511よ 1同部に屈曲部を有しないで

口縁部へ至るもので,口縁部は短くくの字条に外反す

る。内面には稜線が認められるものである。4521よ頸

部に刻目突帯を巡らすものである。

453は平底に近い底部から反り気味に立ち上げるも

ので,底部近くに 2条の沈線を巡らす。
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第54図  XV類 土器 (深鉢形土器)5
縄文時代晩期土器観察表
挿 図
番号
遺物
番号 出

土区
層位
遺構 色  調

胎  土
焼 成 外  面 内  面 備  考

石 夷 長 石 駒閃 石 そのイL

第

５。

図

茶褐 色 〇 〇 〇 良 沈線 支 ・ ミガキ ミガキ ケズリ

331 」-1 Ⅱ 暗 茶 褐 色 沈 線 文 ケズ リ

332 D-4 Ⅱ 茶褐 色 〇 〇 〇 ナ デ

M-8 Ⅱ 粂 褐 色 O Э ナ デ

334 D-7 Ⅱ 茶帽 色 〇 〇 沈 線 文 ・ ナ デ ナデ ケズリ

335 I-5 H 茶 褐 色 Э O 1先線 文 ナデ・ケズリ

暗 茶 褐 色 ガ キ ミガキ

337 D-5 Ⅱ 茶褐 色 〇 〇 ナデ ・ ケ ズ リ ナデ・条痕

338 暗 茶 褐 色 ミガキ ・ ケ ズ リ ナデ・ケズリ

339 G-5 Ⅱ 茶褐 色 〇 〇 条痕文 条 痕

340 H-7 Ⅱ 黒 茶 褐 色 O ナ デ ナ デ

341 」-3 Ⅱ 暗 茶褐色 〇 〇 条 痕 文 ナデ・ケズリ

342 M-7 Ⅲ 黒 茶褐 色 ナ デ

343 J-3 TT 暗 奈 褐 色 ナ デ

344 J-3 Ⅱ 暗 茶褐 色 〇 〇 ナ デ

345 膨I-7 Ⅲ 余 縄 色 ナ テ

346 G-5 茶褐 色 〇 〇 条 痕

第

５．

図

347 H-2 Ⅱ 黒 茶 褐 色 C Э 条 痕 支 条 痕

348 暗 茶褐色 〇 〇 ケ ズ リ 条 痕

349 G― 黒 茶 褐 色 O O 条痕 文 ナデ・条痕

350 H-4 黒 茶 褐 色 ① 0 条 痕 文 ナデ・条 痕

351 H-2 黒 茶褐 色 〇 ナ デ 条 痕

352 G-5 黒 茶 褐 色 条 痕 文 ナデ・ケズリ

G-4 黒茶褐 色 〇 ナデ・ケズリ

G-7 茶 褐 色 C C ナデ・条痕

355 正 -4 茶褐色 〇 〇 ナ デ

356 -7 里 峯 綱 有 O ナ デ

357 G-5 Π音茶 褐 色 ナ デ

358 H-5 晴 茶褐色 〇 〇 ケ ズ リ

359 G-5 茶 褐 色 ナデ・条 痕

360 D-5 茶褐 色 〇 〇 〇 ナ デ

E-7 黒 茶 帽 色 条 痕

362 G一 l Ⅱ 茶褐 色 〇 〇 条 痕

363 H-4 Ⅱ 茶 褐 負 Э ケ メ∫リ 条痕・ケズリ

364 H-5 ll 黒 茶 褐 色 条 痕 文 ケズ リ

365 H-7 Ⅱ 茶褐色 〇 〇 〇 条 痕

366 G-4 茶 褐 色 条 痕

367 D-5 茶褐 色 〇 〇 条 痕

第

５２

図

368 I-5 黒 茶 褐 色 O Э 条 痕 支 ・ ケ ズ リ 条 痕

369 D-4 黒 茶褐色 〇 〇 ナ デ ナデ・条痛

370 G-7 Ⅱ 黒茶褐色 〇 ナデ・条痕
371 H-7 ll 暗 茶 褐 色 ナ デ・条 痕

372 G-5 Ⅱ 茶褐 色 〇 〇 ケズ リ ナデ・ケズi,

373 」-3 Ⅱ 暗 茶 褐 色 Э 条 痕 文 ミガキ・ナデ
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縄文時代晩期土器観察表
挿 図
番 号

物
号
遺
番 出土 区

位
推
層
清 色  調

月台  fL
焼 成 外  面 内  面 備  考

石 英 そ の

第
５２
図

374 I-5 黒 茶 褐 色 〇 良 ガキ・ ナ デ ミガキ・ケズリ

375 H-4 茶 褐 色 条 痕 支 ・ ナ デ

376 旨蒔辛B使■ ケ ズ リ ケ フ∫リ

377 L―
-1 RH‐ 茶 褐 色 〇 〇 Э ナデ・ケズリ

第
５３
図

378 L-4 V 茶 褐 ケ ズ リ ケ ズ

379 茶 褐 ケ ンざリ

380 J-7 茶 褐 色 〇 〇 条 痕 文 ナ デ

381 G-7 ナ デ

382 G-5 茶 褐 色 条 痕 文 ナ テ

383 H-5 淡 茶 褐 色 〇 ミガキ ミガ キ

384 玄〔PBや曳 ナ デ

385 G-5 茶 褐 色 〇 ケ ノぎリ ケ ズ リ

386 E-2 淡 茶 褐 ケズ リ
Π シた 考ヽイ拐 、 ガ キ ナ デ

388 J-3 茶 褐 色 〇 〇 ケ ズ リ ナ デ

389 G-5 茶 褐 ナ デ

390 D-5 茶 褐 〇 ナ デ

391 Ш 淡 茶 褐 色 〇 ナ デ

392 茶 瑠』r孔 ∪ 条 痕 文 ナ デ

393 H-6 Ⅱ 淡 茶 褐 色 〇 〇 〇 ケ ノfリ ケズ リ

394 N-8 Ⅶ 錫 負 ナ デ

395 C-5 皿 ri ケンFリ

396 El 淡 茶 褐 色 ∩ ∩ 条 痕 支 ナ デ

第56図  XV類 土器 (浅鉢形土器)2
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縄文時代晩期土器観察表

挿図
番号

遺物
番号 出土区

位
構
層
遺 色  調

胎  土
焼成 外 面 内  面 備  考石英 長石 駒閃准その犯

第

５３
図

G-5 茶褐色 ○ ○ 良 ケズ リ ケズ リ
398 G-4 茶褐色 C ○ ナ デ

399 G-5 El 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ

400 H-2 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナ デ

G-5 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ

402 J-3 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナデ
（
Ｖ
刀
仕 H-4 Ⅱ 茶褐色 ○ 条痕文 ナデ

404 H-7 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ケズ リ ナデ

405 G-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナ デ

406 G-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ ミガキ・ケズリ ナデ

407 G-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ケズ リ ナ デ

408 I-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナ デ

409 H-4 ] 茶褐色 ○ C ナ デ

410 E-7 ] 茶褐色 ○ ○ C ナデ
411 I-4 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナ デ

412 D-5 E 暗茶褐色 ○ ○ ナ デ

G-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ナデ

414 G-5 Ⅱ 茶褐色 ○ Э ナ デ

I-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ケズ リ
F-7 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナデ

D-4 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナ デ ナ デ

418 M-6 Ⅳ 茶褐色 ○ ○ ナ デ

419 I-3 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ケズ リ ナ デ

420 D-5 茶帽色 ○ ○
刀
仕 M-7 淡茶褐色 ○ ○ ナ デ ケズリ
422 J-3 暗茶褐色 ○ ○ ナ デ

H-5 Ⅲ 淡茶褐色 ○ ○ ケズ リ ケズ リ
424 I-1 ] 茶褐色 ○ C ケズ リ

第

５４
図

425 K-7 Ⅲ 茶褐色 ○ ○ ケズ リ ナデ

426 H-7 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナデ

H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナデ

428 H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ ナ デ

H-7 Ⅱ 茶褐色 Э ○ ナ デ
刀
仕 I-4 Ⅲ 茶褐色 ○ ○ 条痕文 条痕
Ｏ
Ｊ
ガ
生 」-2 ] 茶褐色 ○ ○ ○ ケズ リ ナデ

H-7 ] 茶褐色 ○ ○ ○
刀
生 D-7 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ

434 F-5 ] 茶褐色 ○ ○ ○ 条痕文 ナデ

435 茶褐色 ○ Э ケズ リ ナ デ

第

５５
図

刀
生 黒茶褐色 ミガキ ミガキ 外面スス付着
H-5 皿 淡茶褐色 ○ ○ ガキ

」-3 Ⅱ 黒茶褐色 ○ ○ ミガキ
ガ
生 H-6 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ガキ

440 -5 Ⅲ 暗茶褐色 ○ 沈線文・ミガキ ミガキ
441 G-5 暗茶褐色 ○ ミガキ ミガキ
442 G-5 暗茶褐色 ○ ○ ミガキ
力
Ｔ H-2 暗茶褐色 ○ ○ ミガキ
444 H-7 ] 黒茶褐色 ○ ミガキ
445 D-5 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ○ ミガキ
446 H-5 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ミガキ
刀
■
刀
生 H-7 Ⅱ 茶褐色 ○ ミガキ 外面丹塗

第

５６
図

448 暗茶褐色 ○ ○ ミガキ ガキ

449 H-7 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ガキ

450 -5 ] 暗茶褐色 ○ ガキ

451 L-6 ] 暗茶褐色 ○ ○ ○ ミガキ
452 田-7 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ミガキ
-5 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ○ ミガキ・刻目突帯 ミガキ

-63-



石器 (第57～67図 )

石器石鏃・石匙 。石錘・スクレイパー・石斧・磨

石 。叩石・石皿・軽石製品等が出土している。

石鏃 (第57～59図 )

石鏃は55点出上している。素材としては,黒曜石・

頁岩 。安山岩・玉髄・チャート・鉄石英などが使われ

ている。石鏃は形板・長さと幅の比率 (長幅比)・ 基

石鏃観察表

部の形態において分類した (第 11図参照)。 調整は入

念な交互剥離により加工調整されている。一部主要剥

離面を残し簡単な調整を加えたものもあるが,晩期特

有の剥片鏃と思われるものはなかった。

454～ 4591よ A一 a― a類。460～ 4691よ A一 a― b類

であるが,460は尖頭部が丸く調整され鋭くないもの

である。470～ 478は A― a― c類。479'4801よ A一 a

挿 図
番 号

遺物
番号 器  種 出土 区

位

構

層

遺 石  材
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

備  考

第
５７
図

454 石 鏃 N-4 Ⅲ 玉 ズ イ 0.4 0.54

455 石 鏃 N-6 Ⅳ 頁 岩 1.48 0.45 0.63

456 石 鏃 I チ ャ ー ト 1.4 02 0.43

457 石 鏃 H-4 Ⅱ 黒 曜 石 ■9 1.6 03 0.1

458 石 H-3 Ⅱ 頁 岩 2.1 0.3 0.81

459 石 D-3 Ⅱ 頁 岩 1.15 0.4 1.03

石 G-7 Ⅱ 黒 曜 石 225 047 1.08

461 石 鏃 M-5 Ⅱ 黒 曜 石 1.65 1.75 0,25 0.48

462 石 鏃 H-2 Ⅲ チ ャ ー ト 17 0.3 0.5

463 石 鏃 N-4 Ⅶ 頁 岩 025 0,39

464 石 鏃 M-6 Ⅲ 黒 曜 石 037 068
465 石 鏃 K-7 Ⅲ 黒 曜 石 2.2 045 101
466 石 鏃 E-7 Ⅱ 安 山 岩 2.2 0.88

467 石 鏃 G-5 Ⅲ 頁 岩 0.79

468 石 鏃 ll 安 山 岩 2.05 1.55 0.35 0.86

469 石 鏃 D-5 ll 塁
（

石 0.47

470 石 鏃 H-2 Ⅱ 里
ト

石 0.42

471 石 鏃 M-6 Ⅱ 黒 曜 石 0.46

石 鏃 H-1 Ⅱ 黒  曜 石 1.55 1.8 0.64

石 鏃 E-7 Ⅱ チ ャ ー ト 1.55 0.48

474 石 鏃 H-4 Ⅱ 黒 曜 石 2.45 195 0.4 1.05

石 鏃 I-3 Ⅱ 頁 岩 2.6 0.35 1.26

石 鏃 Ⅱ 赤 鉄 英 2_2 1_55 0.35 0,79

第
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477 石 鏃 H-4 Ⅱ 黒 曜 石 2_2 0.45 1.23

478 石 鏃 H-5 Ⅲ 頁 岩 2.8 0.35 0.86

479 石 鏃 D-7 Ⅱ 安 山 岩 2 0.5 1.13

480 石 鏃 H-2 Ⅲ 頁 岩 ■ 9 0.82

481 石 鏃 M-7 皿 玉 ズ イ 2.9 1.65 0.4 1.74

482 ヨ蜀

`

H-1 Ⅱ 頁 岩 2.2 0.35 1.88

483 石 H-5 Ⅱ 頁 岩 2 1.9 0.3 1.04

484 石 鏃 H-7 Ⅱ 頁 岩 3.25 0,5 1.76

485 石 鏃 C-5 Ⅱ 頁 岩 1.9 0.35 1.47

486 石 鏃 H-2 Ⅱ 黒 曜 石 2.1 03 0.59

487 石 鏃 D-4 Ⅱ 頁 岩 34 04 1.38

488 石 鏃 H-2 Ⅱ 黒 曜 石 04 0.65

489 石 鏃 H-2 皿 安 山 岩 2.15 0.77

490 石 鏃 D-3 El 黒 曜 石 05 0,72

491 石 鏃 D-5 Ⅱ 黒 曜 石 1.8 0.3 1.13

492 石 鏃 N-4 Ⅶ 頁 岩 03 0.72

493 石 鏃 D-5 Ⅱ 安 山 岩 33 0,3 0.80

494 石 鏃 E-7 Ⅱ 安 山 岩 49 06

495 石 鏃 E-2 Ⅱ 玉 ズ イ 29 1 03 2,78

496 石 鏃 E-7 Ⅱ 玉 ズ イ 0.35

第
５９
図

497 石 鏃 H-2 E 玉 ズ イ 0.3 105
498 石 鏃 H-4 Ⅱ 鉄 石 英 1.35 0.3 118
499 石 鏃 I-1 Ⅱ 黒 曜 石 1.8 073
500 石 鏃 Ⅱ 頁 岩 2.05 1.55 0.4 094
501 石 鏃 E-7 Ⅱ 玉 ズ イ 19 04

502 ヨ⊆千釜挨 L-7 E 頁 岩 1.75 1.15 0.35 068
503 ЯΞ〒観 E 頁 岩 2.6 0_55 199
504 石

`

L-7 Ⅱ チ ャ ー ト 1.75 03 0.7

505 石 鏃 Ⅱ 頁 岩 1.2 0.2 0.6

506 石 鏃 L-6 Ⅲ 鉄 石 英 2.15 06 177
507 石 鏃 G-7 Ⅱ チ ャ ー ト 2.15 1.35 0.35 101
508 石 鏃 H-7 E 頁 岩 27 1.75 0.55 247
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第59図 縄文時代晩期出土石器 3

Ａ
Ц
Ｈ
Ｗ

一 d類。481・ 4821よ A― b― a類であるが長幅比が大
きくA一 c一 a類に近いものである。
483～487は A一 b― c類 ,488～ 4921よ A一 b一 d類

としたものである。489'492は基部が欠損しているた

めこの類に入るかは定かではないものである。493～

498は A― c― b類である。499～ 5031よ五角形状の B
類である。499～ 502は B― a― b類で,500は裏面に

主要剥離が残された剥片鏃に近いものである。5031よ

B一 b― b類である。504～ 508は丸形のC類である。
504´-506・ 508は C――a――a類 , 507は (>― b――a類で

ある。506・ 507は尖頭部が欠損するものである。

石匙 (第 60図 )

石匙は 3点が出土している。5091よ小型の石匙で ,

素材は玉髄である。横型で全体に両面からの細かな交

互剥離が施される。つまみ部に浅いta・ りが認められる

ものである。510も 横型で素材は黒曜石である。刃部

の一部とつまみ部を欠損している。全体に両面からの

細かな交互剥離が施される。5111よ頁岩の縦長剥片を

素材としたもので断面が三角形を呈する。

つまみ部は粗い剥離により簡単なつくりの袂りを作

出している。両側縁には使用によると思われる微細な

剥離が認められる。

石錐 (第60図 )

石錐は 1点出上している。5121よやや厚めのチャー

ト剥片を素材とする石錐である。片面のみにノッチ状

の加工を施し,錐部としての機能部を作り出し,先端

部のみに整形加工の剥離を施すものである。

◇
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スクレイパー (第 60図 )

スクレイパーとしたものは 3点である。5131よ下面

に節理面のあるやや扁平な頁岩の剥片を素材としたも

ので ,片側側縁のみに押圧剥離による加工を施し,刃

部を作出している。514は上端に自然面を残す鉄石英

スク レイパ ー観察表

粋

ｒｌｌ

ｌｌｌ

Ч

ヽ

一

第60図 縄文時代晩期出土石器 4
の剥片を素材とし,下縁に両面より押圧剥離による加

工が施され刃部を作出している。515は扁平な粘板岩

を素材とし,側縁部から下縁部において片側のみに粗

い剥離加工を施すものである。

み

図
号
挿
番

物
号
遺
番 器 種 出土区

位
構
層
遺 石 材

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
備  考

Cm Cm Fr

第
６０
図

509 石匙 D-5 Ⅱ 玉 ズ イ 2.05 0.65 1.98

510 石匙 D-4 皿 黒 曜 石 3.9 0.8

石 核 M-6 Ⅱ チ ャー ト 7.4 2.6 0.8 14.73

石 錐 L-8 Ⅱ チ ャー ト 7.61

スクレイパー D-5 Ⅱ 頁  岩 3 0.82 9.37

スクレイパー L-2 Ⅲ 赤 石 岩 1.85 81.83

スクレイパー 」-3 Ⅱ 粘 板 岩 9 78 0。75 61
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石斧 (第61～63図 )

石斧は磨製石斧・局部磨製石斧・打製石斧があり破

損品 。未製品も含めて28点 が出土 している。516～

520は磨製石斧 ,521は局部磨製石斧 ,516は頁岩を素

材としたもので,刃部の幅が広いバチ形を呈するもの

である。側縁は細かな調整が施され,刃部は縦位及び

斜位の研磨痕が明瞭である。5171ま頁岩を素材とし,

刃部幅がわずかに広いものであるQほぼ全面に入念な

研磨の痕跡が認められる。518は安山岩を素材とした

もので刃部のみのものである。刃部に維位の研磨痕が

認められる。519は蛇文岩を素材とするもので刃部の

みである。刃部に入念な研磨痕が認められる。5201よ

刃部を欠損するもので頁岩を素材とする。全面に研磨

痕が認められる。521は粘板岩を素材としたもので ,

516と 同様バチ形を呈する。側縁・上縁は粗い剥離調

整が施され ,刃部の片面に縦位の研磨痕が見られるも

のである。522～ 541は打製石斧で,523・ 524・ 528～

530の 5点のみが完形品である。これらの打製石斧は

基本的には扁平打製石斧と呼ばれるもので,その大半

が有肩石斧である。522は基部・刃部共欠損するもの

で全体形状は不明である。523は維長剥片を素材とし

たもので,明瞭な狭りを有しないものである。524・

526～ 534は有肩石斧で,胴部が膨らみ,刃部は丸味を

帯びるものと尖り気味のものがある。535は基部・胴

部を欠損し刃部のみ残るものである。586は基部でわ

ずかに狭りが認められる。537～ 541は胴部下位から刃

部が残り,基部及び狭り部は欠損するものである。

538はわずかに袂りが認められる。542・ 5431よ共に細

長い柱状のホルンフェルスを素材としたもので,石斧

の未製品と思われる。5421よ下半分を欠損し,表面に

は粗い剥離加工が施されるもので,裏面は節理面から

剥落している。5431ま表面・側縁・基部の一部に自然

面を残す。裏面は大きく剥離された痕跡を残すもので

ある。左側縁には擦痕と研磨面が観察され砥石として

の機能も合わせ持っている。

礫器 (第64図 )

544～ 5471よ ホルンフェルスを素材とした礫器であ

る。自然面を多く残し礫の一部に粗い剥離を施したも

のである。5441よ上面に平坦面を持つ礫を素材とし,

両側縁から下縁にかけて粗い剥離を認める。545は下

半が大きい礫を素材とし,下縁から片側側縁の一部に

かけて粗い剥離が施される。546は大きい不定形の礫

を素材とし,片狽Jの狽J縁にのみ剥離が施される。 547

は縦長の礫を素材とし,下縁のみに剥離が施されるも

のである。

二次加工のある剥片 (第64図 )

548は不定型で厚めの剥片を素材とし,下縁の一部

に二次加工の痕跡を認めるものである。

石錘 (第65図 )

石錘は 3点が出土している。549・ 5501ま 両面に自然

面を残す扁平な方形・楕円形の礫を素材とし,両側縁

に両面からの粗い剥離による挟りを作出している。

551は円形で扁平な磨石の再利用と考えられるもので

ある。両側縁に剥離が施され挟りを作出するものであ

るが,下半部が欠損しているため挟りも明瞭ではない。

磨石・叩石・凹石 (第65図 )

円礫を中心とした石器で,磨石としてだけの機能の

もの,叩石の機能を備えたもの,叩石・凹石の機能を

備えたもの ,叩石だけの機能のものが見られる。

552・ 553は扁平な砂岩の円礫を素材とし,両面に磨痕

が認められる。554・ 555・ 556は安山岩や砂岩を素材

とする円礫で,両面は磨面で側縁に敲打痕が見られる

ものである。557・ 558は両面の磨面部に敲打痕及び凹

みを認めるもので ,側縁にも敲打痕が見られる。559

は大きめの円礫を利用した磨石であるが,上面・下面

が欠損しているものである。560は磨製石斧の破損品

を再利用したものと思われるもので,両面・側面に研

磨痕が認められる。下面に敲打によると思われる緻密

な敲打痕が認められる。561は 自然面を多く残す砂岩

の棒状礫を素材とするもので,下面に敲打痕が見られ

るものである。

石皿 (第66図 )

石皿は 8点を図化した。砂岩・安山岩の厚めの礫を

素材としたものである。いずれも破損品で全体形状を

把握できるものはない。 563は裏面の残存が少ないた

め判明しないが,他は両面共に作業面が認められる。

565・ 567・ 569は片面 ,566は両面の作業面に敲打痕が

認められるものである。
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G

石斧観察表

挿図
番号

物
号
遺
番 器  種 出土区

位
構
層
遺 石  材

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
備  考

Cm Cm 冨

第
６．
図

516 磨製石斧 G-7 Ⅱ 頁   岩 16.2 8 1.95 367.0

磨製石斧 ] 頁   岩 8.7 4.4 71.46

518 磨製石斧 」-5 ] 安 山 岩 6.8 70.02

519 磨製石斧 H-5 ] 蛇 紋 岩 5 4.95 つ
υ

磨製石斧 H-5 Ⅱ 頁  岩 10,65 5.2 2.6 215.05

521 局部石舒 F-1 Ⅱ 粘 板 岩 17.4 7.35 289.65

522 磨製石爺 ] 買   岩 9.65 8.05 2.8 25652
523 磨製石斧 D-7 Ⅲ 頁   岩 10.75 6.05 115.68

524 磨製石斧 D-1 Ⅱ 頁   岩 12.15 6.65 1.95 167.32

525 磨製石斧 芋 穴 頁   岩 12.05 5.9 127.29

磨製石斧 G-5 Ⅱ 頁   岩 9.65 595 1,45 93.78

磨製石斧 H-5 Ⅱ 頁   岩 6.15 109.85

528 磨製石斧 Ⅱ 頁   岩 12.65 6.25 142.89

第

６２
図

529 打製石斧 M-8 Ⅲ 頁   岩 13.9 7.25 2.0 199.61

打製石斧 D-5 Ⅱ 頁  岩 13.55 2.25 204.33

打製石斧 Ⅱ 頁  岩 9.05 8.1 134.39

打製石斧 H-5 Ⅱ 砂   岩 8.65 8.05 124.06

533 打製石斧 頁   岩 7.65 6.5 ■8 102.16

534 打製石斧 」-7 頁   岩 7.35 盗
υ ■0 48.24

打製石斧 H-5 Ⅱ 頁  岩 5.6 4.45 35.52

536 打製石斧 I-4 Ⅱ 頁  岩 6.55 54.73
つ
０ 打製石斧 M-8 ] 頁  岩 2.35 286.08

打製石斧 G-5 一ユ
頁   岩 9.8 2.0 97.84

539 打製石斧 I-4 Ⅱ 頁  岩 6.25 1.45 30.32

540 打製石斧 H-5 Ⅱ 頁   岩 10.65 6.85 128.27

541 打製石斧 Ⅱ 安 山 岩 8.65 7.65 1.85 183.51
第
６３
図

つ
々
刀
仕 石斧未製品 C-6 Ⅲ 頁   岩 4.65 2.65 138.67

543 石斧未製品 D-5 3号住居 頁   岩 4.35 2.3 226.67

-72-



|

00

|

月 日 Ｕ

54
8

第
64
図
 
縄
文
時
代
晩
期
出
土
石
器
3



550

働OO◎-00
ぅ 
弱2

0       53

―
I

I

-((t:::与

))一綾―⑧ 十
0  554                  

に               555         

に      556

餞
0

第65図 縄文時代晩期出土石器 9

-74-

1 0cm



|

□―



軽石製品 (第 67図 )

軽石製品は 3点が出土している。570は長さ11.8cm,

幅6.75cm,厚 さ4cmの楕円形で ,全面が磨ってある。

5711ま 長さ8.35cn, 幅3.75cm, 厚さ2.8cmの 棒】犬で , 全

面を磨ってある。5721よ長さ10.4cm,幅 7.3cm,厚 さ2.3

cmの扁平なもので ,両面を平らに磨ってある。また ,

上縁には捺り込みによる半円の袂りが観察される。

570

第67図 縄文時代晩期出土石器11

礫器～軽石観察表

挿図

番号

遺物
番号

器 種 出土区
位
構
層
遺 石  材

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
備 考

Cm Cm Cm 買

第

６４
図

544 礫器 H-3 ホルンフェルス 11.4 8.5 4.9

545 礫 器 L-1 ホルンフェルス 14.1 9.35 4.8 672

546 礫器 H-2 Ⅲ ホルンフェルス 18.05 5。 8 1223

547 礫器 Ⅳ ホルンフェルス 325 539

548 礫 器 H-3 ホルンフェルス 10.05 8.25 2.82 224

第

６５
図

549 石錘 」-3 安  山 岩 7.75 176

550 石錘 砂 岩 2.05 106

石錘 安  山 岩 5.6 515 ■6 48

552 磨石 D-4 Ⅳ 砂 岩 4 3.25 3.05 56

553 磨石 砂 岩 4.4 4.35 1.55 46

554 磨石 H-5 砂 岩 46 4.35 2.05 56

555 磨石 G-5 安  山 岩 5.1 ■9 84

556 磨石 J-5 砂 岩 6.65 5.1 200

557 磨石 」-5 砂 岩 4,9 3.95 164

558 磨石 砂 岩 11,75 8.55 4.1 478

559 磨石 G-7 砂 岩 10.95 5.35 655

560 磨石 ホルンフェルス ０
● 147

口「 I] E-7 Ⅱ 砂 岩 ■9

第

６６
図

562 石皿 J-5 Ⅲ 砂 岩 16.85 16.4 1025 4000
企
∪ 石皿 F-2 砂 岩 16.5 10.3 10,9 1900

564 石皿 砂 岩 13.45 8.7 2500

565 石皿 L-4 Ⅵ 砂 岩 9.5 8.3 1400

566 石皿 L-4 V 砂 岩
Ｏ
υ 8 79 1200

567 石皿 安 山 岩 15.9 4000

568 石皿 砂 岩 12.6 11.85 7 1600

569 石 皿 L-4 V 安  山 岩 11.8 7.75 2000

第

６７
図

軽石 H-5 軽 石 11.8 6.75 4 63.46
７
ｒ 軽石 G-5 Ⅱ 軽 石 8.35 3.75 2.8 24.4

572 軽石 H-3 Ⅱ 軽 石 10.4 43.17
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7 弥生時代の調査

弥生時代の遺物は H層中より出土するもので ,遺跡

の南側に集中している。しかしながら遺物の出土量は

多くはない。

(1)遺構

遺構は検出されなかった。

(2)遺物 (第68～70図 )

遺物は土器・石器が出上しているが多くはない。

土器 (第68・ 69図 )

573～ 611は甕形土器である。口縁部の外反の状況に

より弥生中期前半から後期まで細分される。573～579

は全体的に小振りである。国縁部は短く,逆 L字状に

外反するが,やや垂れ下り気味である。口唇部はわず

かに凹みを有する。580～ 6001よ 口縁部が長くなるもの ,

580はわずかに湾曲して外反し口唇部は凹みを有する。

581・ 586は口縁部が上方へ湾曲して外反し,内面には

突起が認められるものである。5821よ復元口縁部径

22.5cmを測るもので回縁部は逆 L字状に外反する。胴

部はやや丸味をおび ,三角形貼付突帯を 3条巡らす。

583～ 5941ま 口縁部が逆 L字状に外反するものである。

595～ 6001よ 口縁部がくの字状に外反するものである。

59rは復元口縁部径 24.Ocmを 測る。胴部はやや直線的

で口縁部はくの字状に外反する。口縁内面はわずかに

突起が認められる。601～ 605は三角形貼付突帯を巡ら

すものである。603は 2条 ,そ の他は 3条巡らす。607

～6101よ底部。いずれも充実した脚台である。6111よ口

縁部がくの字状に外反するがその度合いがゆるくなっ

ている。612～ 635は壷形土器である。6121よ復元口縁

部径17.Ocmで ,口縁部直下に 2条の三角形貼付突帯を

巡らす。613は短 く外反する口縁部で頸部から口縁部

へかけて暗文風のヘラミガキが認められる。

614は直行気味の口縁部で復元口縁部径11,Ocmを 測

る。口縁部直下に刻目突帯 ,頸部に三角形貼付突帯を

巡らす。615も 短く外反する口縁部である。618～ 624

は胴部 ,胴部最大径の位置よりやや上位に三角形貼付

突帯を3条巡らす。625は刻目突帯を巡らす。626は頸

部にヘラによる細かな刻目突帯を 2条巡らす。628～

635は底部である。いずれもしっかりした平底である。

石器 (第70図 )

石器は磨製石鏃・磨製石剣の 5点が出土している。

636～ 639は磨製石鏃である。いずれも頁岩を素材とす

るものであるが,6371よ 赤色を呈する頁岩である。

636・ 639は先端部を欠損するもので,637・ 638は基部

を欠損するものである。 4点共全面に研磨の痕跡が顕

著に認められる。6401よ頁岩を素材とする磨製石会Jで

ある。基部と先端部を欠損しているため全体形状・長

さは判明しないものである。厚さは0.65cmで ,断面は

菱形を呈する。
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弥生時代土器観察表

挿図
番号
遺物
番号
出土区
層位
遺構

色  調
月台  上

焼 成 外  面 内  面 備  考
石 英 長 石 角閃石その他

第
６８
図

573 茶褐色 ○ ○ 良 ナ デ ナ デ

574 L-8 暗茶褐色 O 〇 ナ デ

575 暗 茶褐 色 ○ ナ デ

576 M-8 I 茶褐色 ○ 〇 ナ デ

577 M-8 Ⅱ 茶褐色 O O Э ナ デ

578 茶褐 色 ○ ナ デ

579 茶褐色 〇 ○ ○ ナ デ

580 I 茶褐色 〇 O ミガキ ナ デ

581 M-8 Ⅱ 淡茶褐 色 ○ ナ デ ナ デ

582 M-7 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ○ 金雲司 ナデ 。三角突帯 ナ デ

583 Ⅱ 茶褐色 O 〇 金雲母 ナ デ ナ デ

584 F-4 Ⅱ 茶褐色 ○ Э 金雲母 ナ デ

585 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ 〇 ナ デ

586 Ⅱ 黒茶褐色 ○ ナ デ

587 Ⅱ 茶褐色 ○ 金雲母 ナ デ

588 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ 金雲母 ナ デ

589 H-4 Ⅱ 茶褐色 ○ 金雲母 ナ デ

590 Ⅱ 茶褐色 ○ 金雲母 ナ デ

591 I-4 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナ デ

592 H-4 Ⅱ 茶褐色 ○ 〇 金雲母 ナ デ

593 H-4 Ⅱ 茶褐色 ○ 金雲母 ナ デ

594 茶褐色 ○ ○ 金雲母 ナ デ

595 D-7 H 黒茶褐色 〇 金雲El ナ デ

H-5 Ⅱ 黒 茶褐 色 〇 金雲母 ナ デ

597 M-8 Ⅱ H吉茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ 外面スス付着

598 I-5 Ⅱ 黒茶褐色 ○ ○ 金雲母 ナ デ

599 H-7 Ⅱ 茶褐色 〇 ナ デ

600 H-4 Ⅱ 茶褐色 〇 〇 ○ ナ デ

D-5 Ⅲ 暗茶褐色 〇 ○ 金雲母 ナデ 。三角突帯 ナ デ

602 I-4 Ⅱ 茶褐色 O ナ デ

603 L-7 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ 金雲母 ナ デ

604 D-4 Ⅱ 茶褐色 〇 〇 ナ デ

605 H-7 Ⅱ 黒茶褐色 ○ ナデ・ハケロ ナ デ

606 I-5 Ⅱ 淡茶褐 色 ○ ナデ・三角突帯 ナ デ

第
６９
図

607 H-7 Ⅱ 茶褐色 ① 〇 ○ ケズ リ

608 L-7 Ⅱ 茶褐色 ○ 〇 金雲母 ナ デ

609 E-7 Ⅱ 茶褐色 ○ ケズ リ

610 G-7 Ⅱ 茶褐色 〇 ○ ナ デ

D-5 Ⅱ 黒茶褐色 〇 〇 ナ デ

612 I-4 Ⅱ 茶褐色 〇 ナデ ・突帯 ナ デ

613 H-4 Ⅱ 茶褐色 〇 ○ ナデ 。暗文風 ミガキ ナ デ

D-7 Ⅱ 黒茶褐色 〇 ○ ガキ・刻 目突帯 ナ デ

I-4 Ⅱ 茶褐色 〇 金雲母 ナ デ ナ デ

616 H-6 Ⅱ 茶褐色 ○ ナデ・ハケロ・三角突帯 ナ デ

H-3 Ⅱ 茶褐色 ○ ナデ・ハケロ

618 D-1 Ⅱ 淡茶褐色 〇 〇 ナデ ・三角突帯 ナ デ

D-5 Ⅱ 茶褐色 〇 ナデ・ハケロ・三角突帯 ナ デ

620 L-7 Ⅱ 茶褐色 〇 ○ 金雲母 ナデ・三角突帯 ナ デ

L-7 Ⅱ 茶褐色 〇 ○ 金雲母 ナ デ

622 I-3 Ⅱ 茶褐色 O ナ デ

623 淡 茶褐 色 〇 ナデ・ハケロ 。三角突帯 ケズ リ

H-3 Ⅱ 茶褐色 〇 〇 ナデ・ハ ケ ロ・三 角突帯 ナ デ

625 N-5 Ⅶ 暗茶褐色 O ナデ・刻 目突帯 ナ デ

626 D-7 Ⅱ 暗 茶褐色 ○ ミガキ・刻回突帯 ナ デ

627 M-8 Ⅱ 淡茶褐色 〇 ナデ・刻 目 ナ デ

628 H-7 Ⅱ 茶褐色 〇 〇 Э ケズ リ ナ デ

H-5 Ⅱ 茶帽色 ○ ミガキ ナ デ

630 H-7 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ケズ リ ナ デ

H-6 Ⅱ 黒茶褐色 〇 ○ ナ デ ナ デ

632 H-2 Ⅱ 茶褐色 〇 金雲母 ミガキ ナ デ

633 L-7 Ⅱ 茶 褐 存 ○ ○ 金雲母 ナ デ ナ デ

634 H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ 〇 ハ ケロ ハケロ・ケズリ

635 D-3 Ⅱ 暗 茶褐 色 O ミガキ ナ デ
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図
号
挿
番

物
号
遺
番 器 種 出土区

層位
遺構

石 材
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

備  考
Cm Cm Cm 買

第

７０
図

636 磨製石鏃 M-5 Ⅱ 頁  岩 2.9 2.55 つ
と
ガ
仕

637 磨製石鏃 L-7 Ⅱ 赤色頁岩 2.45 2.15 0.22
Ｏ
Ｊ
つ
々

638 磨製石鏃 E-7 Ⅱ 頁   岩 2.35 1.5 0.3
つ
０
会
υ 磨製石鏃 H-4 H 頁  岩 Ｏ

υ 2.6 1.22 2.71

640 磨製石剣 Ⅱ 頁  岩 2.65 0.65 8.23
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8 古墳時代の調査
古墳時代の遺物はE層中から出土し,遺構はⅢ層上

面において検出されるものである。遺構は

'し

側に集中

してセヽる。

(1)遺構
遺構は土器溜り 1基 ,竪穴住居跡 7基 ,土坑 9基が

検出された。

／
／
十

ヽ

‐

／
‘

ヽ
キ

第71図 古墳時代遺構配置図
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① 土器溜り (第72～78図 )
土器溜りはF-4区 Ⅱ層中において検出されたもの
で,東西 1.5m,南北 1.2m(北側は未調査のため実際

はもっと広いものと思われる)の範囲に完形土器およ

び大型破片が集中している。641～ 6791よ甕形土器であ

る。641～ 6471よ完形および完形に復元できるものであ

る。口縁部はくの字状に外反するが,概 してなだらか

で内面の稜線は明瞭ではない。

底部は中空の脚台で,いずれも頸部のくびれ部から

A―― υ

③ 9§勝

も

口縁部へかけてハケロによるカキ上げ技法が見られ

る。また,カ キ上げのハケロをナデで消すものもある。

641は 口縁部径 24.3cm,器高31.lcm。 642は回縁部径

24cm,器高28.9cm。 643は口縁部径20cm,器高24.8cm。

644は口縁部径22.5cm,器高25cm。 645は口縁部径17.4

cm,器高18.8cmで ,脚台がやや低いものである。646

は口縁部径18.8cn,器 高21.8cm。 647は口縁部径18,7cm,

器高20cmを測る。

1回 目

H‐ 55 0mA'

1/

Ctl1   3回 目
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第72図 土器溜り
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648～ 670は底部を欠損するもので前述の完形土器

とほぼ同様の形状を示す。656・ 657・ 6681よ口縁部の

外反の度合いが弱いものである。670も 緩やかに外反

する口縁部で頸部に刻目突帯を巡らす。671～ 6781ま 胴

部から底部にかけての部位。底部は中空の脚台である。

679は頸部に幅広の突帯を巡らす。

680・ 681は丸底の奏形上器である。6801よ復元口縁

部径10cnを測る。短く外反する口縁部から胴部は丸み

を帯びるものである。器外面はハケロ調整 ,内面には

指頭圧痕の痕跡が認められる。681は丸底の底部から

胴部はあまり膨らまず頸部でややしまり,口縁部はゆ

るやかに外反する。682～ 684は脚台付きの鉢形土器で

ある。682は 口縁部径19,4cm,器 高15.6cmを測る。裾の

広がる脚台からゆるやかに湾曲しながら立ち上がり ,

口縁部は逆 L字に近く外反する。683・ 684は tttIF同 様

の形状であるが,683のほうがやや深い。直線的に立

ちあがった胴部からそのまま直行する口縁部へと続く

ものである。685は平底の鉢形土器で口縁部径10.3cm,

器高5,8cmを測る。口縁部はやや内弯する。6861ま大型

の鉢形土器で口縁部径32cmを波Iる 。胴部はやや膨らみ

口縁部はわずかに内弯する。

687～ 6931よ壺形土器である。6871よ小型の壷形土器

である。688は胴部が球形状に膨らむ。689は 3条の突

帯 ,690は 3条の刻目突帯を巡らす。691～693は底部

から胴部である。底部は丸底であるが ,6931よ わずか

に平底である。土器溜り出上の遺物についてみると ,

金峰町中津野遺跡出上の中津野式上器に酷似している

ものである。

図
号
挿
番
遺物
番号 出
土区
層位
遺構

色  調
胎  土

焼成 外  面 内  面 備  考
石英 長石 角閃石 その健

第

７３
図

641 茶褐色 ○ ○ ○ 良 ケズ リ ナ デ

642 茶褐色 ○ ○ ケズリ・ハケロ ナ デ カキ上げ

茶褐色 ○ ○ ○ ナデツ ケヽロ カキ上げ

茶褐色 ○ 〇 ハケロ ハケロ カキ上げ

645 茶褐色 〇 ○ O ナデ・ハケロ ナ デ カキ上げ

第
７４
図

646 茶褐色 ○ ○ ○ ナデ・ハケロ ナ デ カキ上げ

647 茶褐色 〇 ○ ○ ケズリ・ハケロ ケズリ・ナデ カキ上げ

648 茶褐色 〇 ○ ○ ハケロ ナデツ ケヽロ カキ上げ

649 茶褐色 ○ ○ ○ 'ハ ケロ カキ上げ

E-1 茶褐色 ○ ○ 〇 ケズリ・ハケロ ナデ・ハケロ カキ上 ヂ

茶褐色 Э O ハケロ ナ デ カキ上 ヂ

第
７５
図

茶帽色 ○ ○ 〇 ケズ リ・ハケロ ハケロ カキ上 ヂ

653 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ ナ デ カキ上 ザ

654 茶褐色 ○ ○ ○ ケズ リ・ハケロ ナ デ

655 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ ナ デ カキ上げ

656 茶褐色 ○ ○ ナ デ

657 茶褐色 ○ ○ 〇 ナデ・ハケロ ナ デ カキ上げ

658 茶褐色 ○ 〇 〇 ケズ リ・ハケロ ナ デ

659 H-5 Ⅱ 茶褐色 O O O ハケロ ケズリ・ナテ カキ上 ザ

第
７６
図

660 茶褐色 〇 〇 ハケロ ナ デ カキ上

661 茶褐色 〇 ○ ○ ナデ・ハケロ ナ デ カキ上 ザ

662 茶褐色 〇 ○ ○ ケズ リ・ハケロ ナ デ カキ上 ず

663 茶褐色 〇 ○ O ナ デ ナ デ カキ上 ザ

664 暗茶褐色 〇 Э ナ デ

665 茶褐色 〇 Э ナデ・ハケロ ナ デ カキ上 ず

666 H-5 Ⅲ 暗茶褐色 ○ O ナ デ カキ上 ザ

667 黒茶褐色 ○ O ケズ リ・ハケロ ナ デ カキ上 ザ

668 H-7 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ケズ リ ケズ リ カキ上 ザ

669 H-7 Ⅱ 黒茶褐色 ○ ハケロ ハケロ

670 暗茶褐色 ○ 〇 刻 目突帯・ハケロ ハケロ

671 茶褐色 ○ ○ ナデ・指頭圧痕 ナ デ

672 F-1 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ケズ リ ケズ リ

673 茶褐色 O ○ ナ デ

第
７７
図

茶褐色 O ケズ リ ナ デ

675 茶褐色 ○ ナ デ

676 茶褐色 ○ 〇 〇 ナ デ ナ デ

H-7 Ⅱ 茶褐色 〇 〇 ハケロ ナ デ

茶褐色 〇 〇 ケズ リ ナ デ

679 暗茶褐色 〇 ナデ・突帯 ナ デ

680 茶帽色 〇 ハケロ ハケロ,指頭圧痕

681 茶褐色 ナ デ
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土器溜 り出土土器 1
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第74図 土器溜り出土土器 2
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第75図  土器溜リ
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0                     100m

第77図 土器溜り出土上器 5
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第78図 土器溜 り出土土器 6
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土器溜り出土土器観察表

挿図

番号

遺物
番号 当
土区
位
構
層
遺 色  調

胎  土
焼成 外  面 内 面 備 考石英 長石 釣閃石その犯

第

７８
図

682 茶褐色 ○ ○ 良 ハケロ ハケロ
683 茶褐色 ○ ○ ○ ケズリ・指頭圧痕 ハケロ,ケズリ
684 茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ ハケロ
685 茶褐色 ○ ○ ナ デ ナ デ

686 茶褐色 ○ ○ ナ デ

687 M-6 Ⅳ 暗茶褐色 ○ ナ デ

688 F-1 ] 茶褐色 ○ ○ ケズ リ

茶褐色 ○ ○ ナデ・突帯 ナ デ

690 H-7 ] 茶褐色 ○ ○ 刻目突帯 ナ デ

茶褐色 ○ ○ ○ ケズリ・ハケロ ナデ・ハケロ
692 茶褐色 ナ デ ナ デ

693 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ

② 竪穴住居跡
竪穴住居跡は遺跡の北側を中心に 7基が検出され

た。

1号住居跡 (第79・ 80図 )

1号住居跡はB-5区 において検出された。 1辺約
3.5mの略方形プランである。深さは上層部が削平さ

れているため33cmと 浅い。東壁沿いに幅1.3m,長 さ

2m,深 さ13cmの浅い掘込みがある。柱穴はほぼ中央
に 1個ある他は検出されなかった。住居跡内の遺物は

多くはないが,器種は豊富である。694～ 7001よ 脚台を

有する甕形土器。694は外反する口縁部。695～698は

突帯・刻目突帯を巡らす胴部である。699'700は中空

の脚台である。701は丸底の奏形土器である。口縁部

径17.2cm,器高18cmを淑1る。平底に近い丸底から胴部

は膨らみ,口縁部はしまった頸部からくの字状に外反

するものである。器外面はハケロ調整 ,内面の胴部は
ヘラケズリ調整である。

702は口縁部径12.5cmを測る脚付の鉢形土器である。

703～705は壺形土器。706は手捏ね土器状の壼形土器

である。口縁部径 5 cmを淑Jる 。707は口縁部径6.8cm,

器高8 2cmを測る小型の壷形土器である。球形状に膨

らんだ胴部から頸部はしまり,口縁部は短く外反する。

708は丹塗りの増型土器。鋭角に張った胴部から内

傾して口縁部へ至るものである。器外面は丁寧なヘラ

ミガキ調整が施される。709・ 7101ま丹塗りの高邦。

709は 口縁部径19.6cmを測るもので ,郭部の接合部分

に明瞭な段が認められる。器内外面とも丁寧なヘラミ

ガキ調整である。7101よ裾部がなだらかに開く脚部で

ある。

2号住居跡 (第31・ 82図 )

2号住居跡はE・ F-2・ 3区 において検出され
た。 1辺 5。4mの略方形プランである。深さは上層部
が削平されているため25cmと 浅い。中央部に長さ3.5

m,幅 1.5mと 長さ1.5m,幅 1.2mの土坑が切り合った
状態で検出されている。また,東側に突出部分も認め

られる。柱穴と思われる遺構は検出されなかった。住

居跡内からの遺物は少ないが珍しいもので鉄斧が出土

している。711～ 7131よ甕形土器である。711は口縁部

径16.4cmを測り,口縁部がくの字状に近く外反する。

頸部から口縁部へのハケによるカキ上げが認められ

る。713は中空の脚台である。714～ 718は壷形土器。

714は胴部最大径の位置に 2条 の突帯を巡 らす。

715。 716も 胴部に突帯を巡らすものである。7171ま頸

部が細いものである。7191よ丹塗りの高郭。JTX部の接

合部分の段は不明瞭である。7201よ ジョッキ形を呈す

る土器の底部と思われる。7211ま鉄斧である。長さ

10.2cm,幅3.5cm,厚 さ l cmを 測る短冊の形をしたもの

で刃部は両刃である。また,袋部の無い形態である。
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3号住居跡 (第33～88図 )

3号住居跡はE-1区 において検出されたもので ,

長辺4.8m,短辺3.8mの長方形プランである。深さは

35cmで ,住居跡内からは多くの土器片が出土した。柱

穴と思われるものは 6個検出されているがピット1と

ピット6の 2本の柱穴が中心になるものではないかと

思われる。

722～741は甕形土器。7221よほtゴ直行する口縁部で

口縁部径26.5cmを 測る。胴部にはすれ違いの刻目突帯

を巡らす。7231よ口縁部径 25.2cmを測り,口縁部は直

第79図  1号住居跡及び 1号住居跡出土遺物 1

0                     1 0cm

行気味であるが端部でわずかに外反し,胴部には刻目

突帯を巡らす。725は丸底甕形土器と思われる。726は

口縁部が外反する。727～ 736は胴部に刻目突帯を巡ら

すものである。737'7411よ 中空の脚台である。7421よ

口縁部がわずかに内湾する鉢形土器で,口縁部径13.4

cm,器高 8 cmを測る。743～ 745は上げ底気味の底部を

持つ鉢形土器である。743は口縁部径12cm,器高 8 cm

を測り,上げ底の底部から直線的に外反するものであ

る。

愉

――

坪
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744は口縁部径12cmを 測 るものである。746～ 761は

壷形土器である。746は口縁部径 16.4cmを 測る。747～

750は頸部から肩部にかけてのものである。751～ 756

は胴部に刻目突帯を巡 らすものである。757～ 761は底

部で丸底・平底である。762～ 765は ltl型土器である。

762は口縁部径12cmを 測 るものである。763は 月同部最大

径の部位が鋭角的に張 るものである。764は平底の底

部から胴部は球形状を呈するものであるが ,内底面に

布と思われる繊維痕が認められる。布を棒状道具に装

第80図  1号住居跡出土遺物 2

着 して押圧調整を施したと思われる。765は平底の底

部。766～775は高邪。766～ 7731ま 郭部で ,766・ 768・

771'772は 内外面共に丹塗りであるが,769・ 770。

773は外面のみ丹塗りである。771は 口縁部端部の内外

面にススが付着しており,蓋 としての再利用が考えら

れるものである。774・ 775は脚部でいずれも外面は丹

塗りである。775は 内面にも丹が点々と付着している。

776は壷の形をした小型の土製品であるが用途は不明

である。

甍
雲

1号住居跡出土観察表

図
号
挿
番
物
号
遺
番 出土区

位
構
層
遺 色  調

胎  土
焼成 外  面 内 面 備  考石英 長 石 角閃狂そのlL

第

７９
図

1号住居 黒茶褐色 C ○ ○ 良 1号住居・ナデ ナ デ

695 1号住居 茶褐色 ○ 突帯・ハケロ ナデ

696 1号住居 茶褐色 ○ ○ ○ 刻目突帯・ハケロ ナ デ

697 1号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ

698 1号住居 茶褐色 ○ ○ 突帯・ハケロ ナ デ

699 1号住居 茶褐色 Э ○ ○ ハケロ ナ デ

700 1号住居 茶褐色 Э ○ ○ ナデ

701 1号住居 茶褐色 ○ Э ハケロ・ケズリ
702 1号住居 票茶褐色 ○ ○ Э ケズ リ ハケロ
703 1号住居 淡茶褐色 ○ ○ ナデ

第

８０
図

704 1号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ミガキ ナデ・シボリ 丹塗 り
705 1号住居 茶褐色 ○ ナデ・突帯 ナデ

706 1号住居 暗茶褐色 ○ C ナ デ ナ デ

707 1号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ・ナデ ナ デ 丹塗 り
708 1号住居 茶褐色 ○ ○ ミガキ ケズリ・ナデ 丹塗 り
1号住居 茶褐色 ○ ○ ミガキ

1号住居 茶褐色 Э ○ ナ デ ケズリ,ナデ 丹塗 り
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第81図  2号住居跡

2・ 3号住居跡出土観察表

挿図
番号
遺物
番号 出
土区
層位
遺構

色  調
胎  土

焼成 外 面 内 面 備 考
石英 長石 角閃准その型

第

８２
図

2号住雇 暗茶褐色 ○ ○ 良 ナ デ ナデ カキ上げ

712 2号住雇 淡茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ ハケロ
７
ｒ 2号住厘 茶褐色 ○ ○ ○ ナデ ナ デ

714 2号住層 淡茶褐色 ○ ○ ナデ・突帯 ナデ

715 2号住厄 淡茶褐色 ○ ○ 擁1目 突帯・ハケロ・ケズリ ナ デ

2号住雇 茶褐色 C ○ ナデ 。突帯 ナ デ

2号住厄 淡茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ ハケロ

2号住厘 茶褐色 ○ ○ ○ ケズリ・ハケロ ハケロ

2号住厄 赤色 ○ ○ ミガキ ミガキ

2号住雇 暗茶褐色 ○ ○ ナデ ナ デ

第

８５
図

722 3号住居 茶褐色 ○ ○ 麦1日突帯・ハケロ ナデ・ハケロ

3号住居 茶褐色 ○ ○

724 3号住居 暗茶褐色 ○ ○ ハケロ ナ デ

つ
を 3号住居 茶褐色 ○ ○ ナ デ

726 3号住居 茶褐色 ○ ○ ケズリ・ナデ ナ デ

727 3号住居 茶褐色 ○ ○ 刻目突帯・ハケロ ナデ

728 3号住居 黒茶褐色 ○ ○ ハケロ

729 3号住居 暗茶褐色 ○ ○ ナ デ

730 3号住居 暗茶褐色 ○ ○ 刻目突帯・ナデ ナ デ

3号住居 茶褐色 ○ ○ 刻目突帯・ハケロ ナ デ

732 3号住居 黒茶褐色 ○ 刻目突帯 。ナデ ハケロ

733 3号住居 淡茶褐色 ○ ○ 刻目突帯・ハケロ ナ デ

734 3号住居 暗茶褐色 ○ ○ ○ 刻目突帯・ナデ ナデ

735 3号住居 黒茶褐色 ○ ○ ハケロ

-94-



解 1〕



や

ぬ
|

巳

◇
　
（
∀

督W尽
5Ш
悠

膨。
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第84図  3号住居跡
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3号住居跡出土観察表

挿図
番号
遺物
番号 出
土区
層位
遺構

色  調
胎 土

焼成 外  面 内 面 備 考
石英 長石 角閃茫その犯

第

８６
図

７
′ 3号住居 黒茶褐色 ○ ○ 良 刻目突帯・ハケロ ケズリ・ナデ

737 3号住居 茶褐色 ○ ケズ リ ケズリ・ナデ

738 3号住居 茶褐色 ○ ○ ナ デ ナ デ

739 3号住居 淡茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ ナ デ

740 3号住居 茶褐色 ○ ○

741 3号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ケズリ・ナデ ナ デ
つ
々
刀
生 3号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ ケズ リ
つ
０
刀
生 3号住居 茶褐色 Э ○ ケズリ・ナデ ナ デ

744 3号住居 茶褐色 ○ ○ ケズリ・ナデ ナデ

745 3号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ・ナデ ナデ

第

８７
図

746 3号住居 淡茶褐色 ○ ○ ハケロ
747 3号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ ナ デ

748 3号住居 茶褐色 ○ ○ ナ デ ナ デ

749 3号住居 茶褐色 ○ ○ ナ デ ナデ

750 3号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ ケズリ

751 3号住居 茶褐色 ○ ○ ○ 刻日突帯・ハケロ ハケロ・ケズリ
752 3号住居 茶褐色 ○ ○ ○ 刻目突帯・ナデ ナ デ

753 3号住居 茶褐色 ○ 三角突帯
754 3号住居 茶褐色 C ○ ○ 格子日刻突帯・ナデ ナ デ

755 3号住居 淡茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ

756 3号住居 茶褐色 ○ ○ 突帯・ハケロ ハケロ
757 3号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ ナ デ

758 3号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ・ケズリ ケズ リ

759 3号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ・ナデ ケズ リ

760 3号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ケズリ ケズリ

761 3号住居 黒茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ ナ デ
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第86図  3号住居跡出土遺物

3号住居跡出土観察表

図
号
挿
香
物
号
遺
番 出土区

位
構
層
遺 色  調

胎  土
焼成 外 面 内 面 備 考

石英 長石 萄閃石そのft

第

８８
図

762 3号住居 茶褐色 ○ ○ ○ 良 ナ デ ナデ

763 3号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ ナ デ

764 3号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ ハケロ 内底面に繊維痕
765 3号住居 茶褐色 Э ナデ ナデ

766 3号住居 赤色 ○ ○ ○ ミガキ後ナデ ミガキ後ナデ 丹塗 り
ワ
ｒ 3号住居 赤色 ○ ○ ○ ナデ・ハケロ 丹塗 り
768 3号住居 赤色 ○ ○ ○ ミガキ後ナデ 丹塗 り

769 3号住居 赤色 ○ ○ ○ ミガキ 丹塗り
770 3号住居 赤色 ○ ○ ナ デ 丹塗 り

3号住居 赤色 ○ ミガキ ミガキ 丹塗 り

772 3号住居 赤色 ○ ○ ○ ハケロ ナ デ 丹塗 り

773 3号住居 赤色 ○ ○ ○ ミガキ ナデ 丹塗 り

774 3号住居 赤色 ○ ○ ケズリ・ナデ ケズリ・ナデ 丹塗 り

775 3号住居 赤色 ○ ミガキ ケズリ・ナデ 丹塗 り

776 3号住居 赤色 C ナデ
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4号住居跡 (第89～98図 )

4号住居跡はF-1区 において検出された。東隅お
よび西隅は近年の撹乱により削られており全体の形状

は把握できないが残存部から類推すると長辺が4.8m,

短辺3.6mの長方形プランで ,深 さは30cmである。 3

個の柱穴が検出されているが,ピ ット2は浅いもので

ある。住居の北から南へかけて完形土器や大破片が住

居内廃棄ではないかと思える状況で出土 している。遺

物の中には甕形土器・壷形土器・高不などの完形土器

に混入して須恵器の高郭・蓋邪・庭が見られる。 777
～779は 須恵器である。7771よ 蓋杯である。口縁部径

12.5cm,器高4.4cm,稜径12.8cmを 測る。口縁部は垂直

よりやや外反気味に下り,端部は凹面を呈する。天丼

部は比較的高く回転ヘラケズリでやや平らに仕上げ ,

天丼部と口縁部の境に鋭い稜をなすものである。778

は高郷である。口縁部径11.4cm,器高9.8cm,受部径

12.9cmを測る。口縁部はわずかに内傾 し立ち上がり,

端部で短く外反して端部は内傾する浅い凹面を呈し,

底部は丸みを帯びて深い。受部は水平方向で短く鋭い。

脚部は外方へ張り出し,端部近くで 2本の鈍い凸線を

成し短く内弯し,端部は鋭い。また,脚部には台形の

透かしを 3方向に有するものである。7791よ 口縁部を

欠損する略である。頸部径 7.5cm,体 部最大径18.4cm

を測る。肩部は頸部から下外方へ張り出し円形透かし

(径 7.4cm)を付した後 ,最大径を有し内弯気味に底部

へ至る。体部最大径の位置とその上位にそれぞれ 1条

の沈線が巡り,その間にクシロによる刺突文が施され

る。円孔は刺突文および上位の沈線文を切って穿って

ある。底部内面には棒状の工具で押しつけた痕が認め

られる。
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780～ 790は脚台を有する寮形土器。780は口縁部径

26.4cm,器高40.6cmを 測る。あまり深くない中空の脚

台から立ち上がった胴部は丸みを帯びて膨らみ ,回縁

部へむかって内弯する。さらに内傾 した口縁部は短く

外反し,内面には稜線が認められる。また,胴部の上

位最大径の位置にすれ違いの刻目突帯を巡らす。器外

面はハケロ調整 ,内面はハケロ・ヘラケズリと指頭圧

痕が見られる。781は 口縁部径30cm,器 高42.5cmを 測

る。深くない中空の脚台から立ち上がり,胴部はあま

り膨らまない。口縁部は内傾した後で短く外反し,内

面には稜線が認められる。胴部上位にはすれ違いの刻

目突帯を巡らす。器外面はハケロ調整 ,内面は口縁部

がハケロ・胴部はナデ調整である。782・ 783は 口縁部

が直行し,胴部上位にすれ違いの刻目突帯を巡らすも

のである。7821よ底部を欠損するが ,口縁部径28.8cm

を測るものである。785～ 7901よ 中空の脚台である。

789以外は深くなくどっしりした底部である。791～

797は丸底の甕形土器である①791・ 7921よ胴部が球形

状に膨らみ口縁部はくの字状に外反する。79Jま口縁

き焉径15.8cm, 器高21.2cm, 792は口縁吉焉径15 8cm, 器高

21.2cmを測る。798・ 7941よ胴部が張らな|ヽ ものである。

793は口縁部径13cm,器 高20.4cm,794は 口縁部径10,9

cm,器高15,lcmを測る。795は底部が欠損するが丸底
になるものと思われる。口縁部径16.6cmで球形状の胴

部から頚部でしまり,口縁部は外反するものである。

器内面はヘラケズリが施される。796。 797は 口縁部で

第91図  4号住居跡出土遺物 1

ある。798は脚台付きの鉢形土器である。口縁部径

15.8cm,器 高11.9cmを 波1る もので,器外面はヘラケズ

リとハケロ,内面はハケロ調整である。799～ 809は壷

形土器。7991よ 口縁部径11.8cm,胴 部径34 3cm,器高

47.4cmと 大型の壷である。尖底に近い丸底から胴部は

長胴気味であまり膨 らまない。頸部はぐっとしまり ,

口縁部は直行するものである。胴部上位に幅広の突帯

(条痕状の沈線を有する),頸部に刻目突帯を巡らす。

800～ 8021よ底部が平底に近い丸底で胴部は長胴で,口

縁部は外反する。月同部上位にすれ違いの刻目突帯を巡

らすものである (802はすれ違いの部分が欠損してい

るものと思われる)。 804は球形状の胴部で,突帯を有

しないものである。808・ 809は底部である。808は平

底である。810～ 8121よ 14Nである。8101ま 口縁部径12.5

cm,器高5.5cm,8111よ 口縁部径13.lcm,器高4.9cmを 測

るもので,いずれも平底の底部から外方へ立ち上がる。

813～ 816は lH型土器。813は口縁部径9.2cm,器高14cm,

814は口縁部径11.2cm,器高13.3cmを 測る。813・ 814共

に口縁部は内弯気味に外反する。813・ 8161よ平底で胴

部は球形状を呈する。8141よ 1同部最大径の部分が張り

稜線を有する。815は胴部が鋭角的に張り,上位は反

り気味に立ち上がるものである。口縁部は欠損してい

るため不明であるが814と 同様と思われる。810・ 813

～815は丹塗りで,810・ 813・ 814は 口縁内面も丹塗り

である。
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第94図  4号住居跡出土遺物 4
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817～ 8321よ高郭。脚部はゆるやかで裾部で大きく広

がるもので,杯部は下位が水平に近く外反し,接合部

分から上方へ立ち上がるものである。接合部分には明

瞭な段が認められる。817は口縁部径19。 9cm,器高16.1

cm,818は 口縁部径21.8cm,器高17.lcm,819は 口縁部

径15.8cn,器高14.8cm,820は 口縁部径16.6cm,器高

第95図  4号住居跡出土遺物 5

12.5cm,821は 国縁部径16.5cm,器 高14.5cmを 測る。

832は脚柱部分に穿孔を有するものである。818～

820・ 822・ 823・ 825～ 832は丹塗りである。
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4号住居跡出土土器観察表
図

号

挿

番
物
号
遺
番 出土区

位
構
層
遺 色  調

胎  土
焼成 外  面 内 面 備  考

石英 長石 角閃石その犯

第

９．
図

777 4号住居 青灰色 ○ C 堅緻 回転 ヘ ラ切 。ナデ ナ デ

778 4号住居 青灰色 Э ○ 堅緻 ナデ

779 4号住居 青灰色 ○ ○ 堅緻 櫛状施文具刺突文 棒状工具押圧 穿孔有
第

９２
同

4号住居 黒茶褐色 Э ○ 良 亥」目突帯・ハケロ ハケロケズ

'端

頭E捩

4号住居 茶褐色 Э O ○ ナデ・ハケロ

第

９３
図

０
０ 4号住居 茶褐色 ○ ○ C 亥1目 突帯・ハケロ ケズリ・ナデ

783 4号住居 茶褐色 ○ ○ 刻目突帯・ナデ ナデ

784 4号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ ハケロ

4号住居 茶褐色 ○ ○ ナデ ナデ

786 4号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ ケズリ
Ｏ
Ｏ 4号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ ナデ・ハケロ
ワ
ｒ 4号住居 茶褐色 C ○ ケズリ

4号住居 淡茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ ナデ

4号住居 茶褐色 ○ ○

第

９４
図

4号住居 淡茶褐色 ○ ○ ハケロ ハケロ̀ケダリ,指頭[房

792 4号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ ナ デ

4号住居 茶褐色 ○ ハケロ・ケズリ ハケロ,ケパリ

4号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ ナデ

4号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ・ケズリ

4号住居 黒茶褐色 ○ ○ ハケロ.指頭圧頼

797 4号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ

4号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ・ケズリ ハケロ

第95図 799 4号住居 茶褐色 ○ ○ ○ 刻目突帯・ハケロ ナ デ

第

９６
図

800 4号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ,指頭圧痕

801 4号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ハケ日指謳
「
瘤

802 4号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ナデ・ハケロ
Ｏ
Ｏ 4号住居 茶褐色 ○ Э ○ ナデ

4号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ナデ ナデ

第

９７
図

805 4号住居 赤色 ○ ○ 刻目突帯・ハケロ ハケロ

806 4号住居 赤色 ○ ○ ○ ナデ ナデ

807 4号住居 暗茶褐色 ○ ○ 刻目突帯・ナデ ナ デ

808 4号住居 茶褐色 ○ ○ ナ デ ナ デ

4号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ ナ デ

810 4号住居 茶褐色 ○ ○

811 4号住居 赤色 ○ ○

812 4号住居 暗茶褐色 ○ ○

813 4号住居 赤色 ○ ○

4号住居 赤色 ○ ○

4号住居 赤色 ○ ○ ○

816 4号住居 淡茶褐色 ○

第

９８
図

817 4号住居 赤色 ○ ○ ミガキ ミガキ・ケズリ 丹塗 り

818 4号住居 赤色 ○ ○ ○ ハケロ・ ミガキ後 ケズリ後ナデ 丹塗り

4号住居 赤色 Э ○ ミガキ ガキ・ケズリ 丹塗り

4号住居 茶褐色 ○ ○ ○ ミガキ・ハケロ ケズリ・ナデ 丹塗り

4号住居 茶褐色 ○ ○ ケズリ・ナデ ケズリ・ナデ 丹塗り

822 4号住居 赤色 ○ ○ ガキ後ナデ ガキ後ハケロ 丹塗り

823 4号住居 赤色 ○ ○ ミガキ・ハケロ ナデ 丹塗り

824 4号住居 茶褐色 ○ ○ C ミガキ後ナデ ミガキ後ナデ 丹塗り

825 4号住居 赤色 ○ Э ○ ミガキ後ハケロ ミガキ後ナデ 丹塗り

826 4号住居 赤色 ○ ○ ミガキ後ナデ ケヽロ・ケズ1 丹塗り

827 4号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ ミガキ後ナデ 丹塗り
０
０ 4号住居 赤色 ○ ○ ○ ミガキ ケズ1)・ナデ 丹塗り

829 4号住居 赤色 ○ ○ ミガキ ケズリ・ナデ 丹塗り
Ｏ
Ｏ 4号住居 赤色 ○ ○ ミガキ後ナデ ケズリ・ナデ 丹塗り

4号住居 赤 色 C ○ ケズリ,ナデ 丹塗 り

832 4号住居 淡茶褐色 ○ ○ ハケロ ケズリ 穿孔有
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5号住居跡 (第 99。 100図 )

5号住居跡はG-1・ 2区において検出された。住
居跡のプランは凸形と特殊である。東辺3.5m,南辺
1.5m・ 22m,西辺 lm・ lm・ o.9m,北辺1.6m・
2.3mと 変形である。深さは35cm。 西側突出部分に長

さ0,75m,幅0.65m,深 さ15mの土坑がある。土坑内
には口縁部を欠損するが,ほぼ完形の小型重が入って

いる①柱穴は 5個有るが,No 2～ No 5の 4本柱が主柱

穴と思われる。住居跡内の遺物は多くはない。833～

836は斐形土器。833は 口縁部径16cmを 測るもので ,口
縁部がくの字状に外反する。頸部から口縁部へかけて

はハケロによるカキ上げの痕跡が認められるが,カ キ

上げの後ナデによリハケロが消えている。834～ 8361よ

中空の脚台である。837～842は董形土器。838は小型

の壷形上器で口縁部を欠損するのみである。球形状に

膨らんだ胴部から頸部はしまり,口縁部は直線的に外
反する。器外面はヘラミガキ調整である。8401よ 胴部

で胴部上位に突帯を巡らす。841・ 842は底部である。

6号住居跡 (第101～103図 )

6号住居跡はF-2区 において検出された。長辺
5.2m,短辺4.3mの長方形プランで,深 さ50cmで ある。
住居内の遺物は多くない◎843～ 855は変形土器。口縁

部はくの字状に外反するもので内面に稜線が認められ

るもの (843・ 845'846・ 849)と 稜線の認められない

ものがある。頸部から口縁部へかけてハケロによるカ

キ上げが施されるもの及びカキ上げ後にナデで消され

るものがある。852は破片であるが,大型の上器と思
われる。胴部に突帯を巡らす。853～ 855は 中空の脚台

である。356～859は壷形土器。856は胴部に刻日突帯

を巡らす。857は 口縁部径9.7cm,器高20.4cmを 測る。

底部は丸底で,胴部はあまり膨らまないものである。

酌
|

Ｅ
ｏ
ｏ
め

560m 560m

七もうも
'

第99図  5号住居跡

頸部のくびれはなだらかで,口縁部はわずかに外反

する。くびれ部の内面は指頭圧痕が認められる。858

は大型の壷で器内外面共にハケロ調整である。859は

胴部に刻目突帯を巡らすものである。

5号住居跡出土土器観察表
挿図

番号

物
号
遺
番

位
構
層
遺 色  調

胎  土
焼成 外 面 内 面 備  考石英 長石 角閃准その犯

第

・００
図

833 5号住居 茶褐色 ○ Э ○ 良 ケズ リ ナデ カキ上げ
834 5号住居 茶褐色 ○ ○ ナデ

835 5号住居 茶褐色 ○ ○ ナ デ
Ｏ
Ｏ 5号住居 茶褐色 ○ ○ ナデ ナ デ

837 5号住居 淡茶褐色 ○ ○ ハケロ・ミガキ ナ デ 5号完形品
838 5号住居 淡茶褐色 ○ ミガキ ナ デ

839 5号住居 茶褐色 ○ ○ ナデ・突帯 ナ デ

840 5号住居 淡茶褐色 ○ ○ 突帯・ケズリ・ハケロ ナ デ

841 5号住居 茶褐色 Э ○ ケズ リ ハケロ
ガ
生
Ｏ
Ｏ 5号住居 茶褐色 ○ ケヌfリ ナ デ
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6号住居跡出土土器観察表

図
号
挿
呑
物
号
遺
番 出土区

位
構
層
遺 色  調

胎 土
焼成 外 面 内 面 備 考

石英 長石 角閃石その犯

第

・０２
図

刀
生
０
０ 6号住居 暗茶褐色 ○ 良 ナ デ ナデ

844 6号住居 茶褐色 ○ ○ ケズリ・ナテ

845 6号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ ナデ・ハケロ

846 6号住居 黒茶帽色 ○ ナデ
力
生
０
０ 6号住居 茶褐色 ○ ケズリ・ナデ ナ デ

848 6号住居 茶褐色 ○ Э ハケロ ハケロ

6号住居 黒茶褐色 ① ○ ナデ ナデ カキ上げ
850 6号住居 暗茶帽色 ○ ナ デ

851 6号住居 黒茶褐色 ○ ○ ナデ

852 6号住居 茶褐色 ○ ○ ナデ・突帯 ナ デ
Ｏ
Ｏ 6号住居 淡茶褐色 Э ○ ナデ ナデ

854 6号住居 茶褐色 ○ ○ ナ デ

855 6号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ ケズリ・ナデ

第

・０３
図

856 6号住居 茶褐色 ○ ○ 刻目,電帯・ハケロ ナ デ

857 6号住居 淡茶褐色 ○ ○ ナデ ナデ・指頭圧痕

858 6号住居 茶褐色 ○ ○ ハケロ ハケロ

859 6号住居 茶褐色 ○ ○ 刻目突帯・ハケロ ナ デ
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7号住居跡 (第呵04図 )

7号住居跡はF-3区 において検出された。当初
は大型の上坑として調査を進めていたが ,床面と思

われる硬化面が検出されたため住居跡としたもので

ある。長辺3.2m,短辺2.5mの楕円形プランである南

側に径60cm,深 さ20cmの上坑がある。遺物は少なく

図化できるものもなかった。

A'

第103図
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第104図  7号住居跡
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③ 土坑 (第 105～ 108図 )
土坑は 9基が検出された。 (調査段階では11基 を数

えたが,2基については土坑ではないことが判明した。

ただし,土坑の番号は調査中の番号を使うこととした)

1～ 4号土坑は上層が削平されているため検出面から

の深さが浅いものである。 9号土坑は,南北に長い 9

mの不整形の上坑であるが,南側は長さ1.8m,幅 1

mの落ち込みがある。時期差による切り合いかどうか

は不明である。ただ,土坑内の土器についてみると時

期差がありそうである。遺物は蓋型土器・奏形土器・

壷形土器・鉢形土器・高邪等豊富である。10号土坑か

らは甕形土器・丸底甕形土器等が出土している。11号

土坑は径85cmの 円形で深さは1lmと 深く柱穴状であ

る。土坑内には口縁部を一部欠損した甕形土器と完形

の鉢形土器が重ねて埋めてある。遺物は 1号・ 9号・

10号・11号から出土している。860～ 864は 1号土坑内

出土である。860は口縁部径33cmを 測る。胴部はわず

かに張り,口縁部はくの字状に外反する。口縁部内面

はなだらかで稜線は明瞭ではない。頸部に刻目突帯を

巡らす①861'862は 甕形土器の底部と胴部である。

862は胴部に 2条の突帯を巡らす。863・ 864は壷形

土器。863は胴部に 2条の突帯を巡らす。864は肩部か

ら頸部にかけてのものである。しまった頸部から口縁

部は直行気味に外反する。865～ 873は 9号土坑内出土

である。865は蓋形土器で,口縁部径37cmを 沢1る 。口

縁部は大きく反り気味に外反し,天丼部はヘラケズリ

により整形され薄くなっている。

866～867は甕形土器。866は口縁部径30 4cm。 あま

り張 らない胴部から口縁部は緩やかに外反する。内面

もなだらかで稜線 も明瞭ではない。867は口縁部径25

Clll。 口縁部は外反 し,内面には稜線が認められない。

頸部には刻目突帯を巡らす。868・ 869は 壷形土器であ

る。869は大きく外反する口縁部で口縁部径18.2cmを

波Iる 。870は鉢形土器。871は小型の鉢形土器。口縁部

径8.lcm,器高6.4cmを 測る。尖底の底部から直線的に

立ち上がるものである。8721よ穿孔を有する高ITNの脚

部である。873～ 877は 10号土坑内出土で,873～ 876は

甕形土器。8731よ口縁部径17.2cmを 波1る 。口縁部は短

くくの字状に外反する。877は丸底甕形土器。口縁部

径16.4cm,器高16.lcmを 測る。丸底の底部から外反し,

胴部上位が張るものでくびれた頸部から口縁部はくの

字状に外反し,口縁部内面には稜線が認められる。

878・ 879は 11号土坑内出上で,口縁部を一部欠損した

甕形土器と完形の鉢形土器が重ねて埋めてあったもの

である。878は 中空の脚台付きの甕形土器。口縁部径

16.8cm,器高23cmを 測るものである。胴部はあまり張

らず口縁部はくの字状に外反し,口縁部内面は稜線が

認められる。頸部から口縁部へかけてハケロによるカ

キ上げ技法が認められる。879は口縁部径 15。9cm,器

高10 2cmを 測る鉢形土器。器外面はヘラケズリ,内面

はハケロ調整が施され,内底面には指頭匠痕が見られ

る。

土坑一覧表

沓 号 検出区 検出面 形  状
`甦

卑Ш(cm) 矢豆車由(cm) 膠Rさ (cm) 出 土遺物 備  考

1 E-2 Ⅲ層 略方形 甕
・
豆

2 H-2 Ⅲ層 略円形 88 5

3 H-2 Ⅲ層 不整形 80 10

4 H-2 Ⅲ層 楕円形 10

5 欠番

6 G-1 Ⅲ層 楕円形 130

7 欠番

8 G-1 皿層 不整形 14

9 H-1～ 3 皿層 不整形 210 蓋・甕・壷・鉢・高杯 2時期有り

10 D-5 Ⅲ層 略円形 153 甕。丸底甕

E-1 Ⅲ層 円形 甕。鉢
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土坑内出土土器観察表

図
号
挿
番
物
号
遺
番 当土区

位
構
層
遺 色  調

胎  土
焼成 外  面 内 面 備  考

石英 長 石 角閃石その犯

第

‐０６
図

860 1号土坑 茶褐色 ○ ○ ○ 良 ア1目突帯・ハケロ・ケズリ ハケロ
861 1号土坑 暗茶褐色 ○ ハケロ ケズ リ

862 1号土坑 淡茶褐色 ○ ○ 突帯・ハケロ ナデ

863 1号土坑 茶帽色 ○ ○ 刻目突帯・ハケロ ナ デ

864 1号土坑 淡茶褐色 ○ ○ ハケロ ナデツ ケヽロ
865 9号土ガ Ⅱ 赤色 ○ ○ ○ ケズリ・ナデ ハケロ

866 9号土ガ 暗茶褐色 ○ C ハケロ・ケズリ ハケロ

第

‐０７
図

一

ｒＯ
Ｏ 9号土サ 黒茶褐色 ○ 刻目多〔帯・ハケロ ハケロ,指頭圧痕

868 9号土ガ 茶褐色 ○ ○ ハケロ ハケロ
869 9号土ガ 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ ナデ

870 9号土サ 茶褐色 ○ ナ デ
Ｏ
Ｏ 9号土ガ Ⅱ 茶褐色 ○ ○ 指頭圧痕 ナ デ
Ｏ
Ｏ 9号土サ Ⅱ 淡茶褐色 ○ ○ ハケロ ナ デ 穿孔有

第

‐０８
図

Ｏ
Ｏ 0号土サ 茶褐色 ○ ○ ケズリ ナ デ
Ｑ
０ 0号土サ 暗茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ

875 0号土ガ 茶褐色 ○ ○ ハケロ

876 0号土サ 茶褐色 Э ハケロ・指頭圧痕 ナ デ
７
‘
Ｏ
Ｏ 0号土ザ 茶褐色 ○ ○ ナデ ハケロ
Ｏ
Ｏ 1号土牙 茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ・ケズリ ハケロ・ケズリ

879 11号土ガ 茶褐色 O ○ ○ ケズ リ ハケロ'指頭圧痕

(2)遺物 (第 109～ 120図 )
古墳時代の遺物は,遺構内出上の遺物の他にも多く

の土器が出土している。

土器 (第109～119図 )

土器は蓋型土器 。甕形土器 。丸底甕形土器・壷形土

器・IH型土器・高郭・手握ね土器等豊富な器種が出土

している。880～885は蓋型土器である。880は 口縁部

径40cmと 大型の蓋である。口縁部は下方へ外反して広

がる。881は 口縁部径21.2cmで 口縁部は直線的に広が

る。882・ 883は いずれも口縁部径30cmを 測り,国縁部

が下方へ外反して広がる。884は口縁部径20.4cm,885

は口縁部径21.4cmを測るもので器高の高いものであ

る。888～979は甕形土器である。口縁部の形態がくの

字状に外反するもの ,わずかに外反もしくは直行する

もの ,内弯するものと3類に分類できる。386～ 9191よ

口縁部がくの字状もしくはくの字に近く外反するもの

で ,口縁内面には稜線を有するものがほとんどである。

また,頸部から口縁部へかけてハケロによるカキ上げ

が施されるもの,カ キ上げ後ナデ調整が施されるもの

がある。国縁部径をみると8861よ 36.lcm,8871よ 3■ 4cm

と大きく,888～ 894は25cm～29cm,895～ 9131よ 21cm～

24cm, 914は 19.8cm, 915は 17.2cm, 916。 917イよ13cm々―

15cmと 大小あり,用途によって使い分けていたのでは

ないかと推測される。この形態のものは,土器溜り出

上の上器と同タイプである。器外面がヘラケズリであ

るものが多く,器壁がざらついてひび害Jれ状である特

徴を持つ①また,口縁部内外面に指頭圧痕の見られる

ものもある (915。 917)。 920～ 925は これらに伴う底

吉卜と思われる。 926・ 9271よ口縁音呂がくの字】犬にタト反し

頸部に刻目突帯をめぐらすものである。国縁部径は

926が31.6cm,927が 29 4cmで ある。928～ 935は口縁部

が直行もしくはわずかに外反するものである。内面に

稜線は認められず ,頸部に刻目突帯・三角突帯をめぐ

らす。936～ 941は 口縁部が内弯するものである。頸部

に刻目突帯をめぐらす。942～ 979は甕形土器の底部で

中空の脚台である。980。 981は脚付の鉢形土器。981

は回縁部径13.2cm,器高10cmを 波1る 。中空の脚台から

直線的に大きく外反するものである。 982・ 9831よ底

部を欠損するが丸底の甕形土器である。球形状の胴部

から口縁部は直行気味に外反するものである。

982は口縁部径12.9cm,頸 部径 12.6cm。 9831よ口縁部

径11.9cm,頸部径11 3cnを 測る。984～ 1028は壷形土器◎

984～ 1004は口縁部である。1005～ 1007は胴部。球形

状の胴部で最大径より上位に 3条・ 2条 。1条の刻目

突帯をめぐらす。1008～ 1028は 底部である。1008～

1012は 平底。1013～ 1017は丸底に近い平底 ,1018～

1027は丸底である。1029は丸底の鉢形土器。口縁部径

7.5cm,器高7 05cmを 測るものである。丸底の底部から
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胴部は丸みを帯び ,内傾 した口縁部は端部で直行する。

器内外面共にヘラケズリである。

1030～ 1032は ltt型土器。1030の 底部は尖底で体部は小

さく,く びれもわずかである。くびれ部から回縁部ヘ

と外反して立ち上がるものである。1031は平底である。

1032は口縁部を欠損するもので ,胴部が球形状に膨ら

むものである。1033は平底の底部であるが,全体形状

のキ巴握できないものである。1034は口縁部径12.6cmを

測る。脚付きの鉢形土器 (婉 に近い)である。1035
～1045は 高14・。1035は口縁部径28cmを 測る大型の高邪

のJTh部である。屈曲部から反り気味に外反する口縁部

である。1037～ 1045は脚部。1037～ 1042は脚柱部がな

だらかに裾部へと広がるものである。1043は脚柱部が

筒状を呈 し,屈曲して裾部へと広がるものである。

1044・ 1045は脚があまり広がらず ,円孔を有するもの

である。1046～ 1052は手捏ね土器であるが器形の判別

できるものは,1046の 小型鉢だけである。1046は 口縁

部径6.6cm,器 高4.05cmを 測るもので,指頭圧痕が明瞭

である。1052は脚付きの鉢と思われる。

古墳時代土器観察表

挿図

番号

遺物

番号 彗
土区
層位
遺構 色  調

胎  土
焼成 外  面 内 面 備 考

石英 長石 碕閃准その犯

第

・０９
図

880 暗茶褐色 ○ ○ 良 ハケロ ハケロ
H-5 茶褐色 ○ ○ ナ デ ハケロ

882 H-6 E 淡茶褐色 ○ ○ ハケロ ケズリ・ナデ

883 D-4 E 暗茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ ハケロ

G-1 E 黒茶褐色 ○ ○ ハケロ・ケズリ ハケロ
885 H-5 El 茶褐色 ○ ○ ナ デ

886 H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ ナ デ

887 H-4 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ○ ハケロ・ケズリ ハケロ カキ上げ
888 H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ケズ リ・ナデ ハケロ カキ上げ

889 茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ・ケズリ ハケロ

第

‐１０
図

890 H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナ デ ナ デ カキ上げ
H-5 Ⅱ 淡茶褐色 ○ ○ ハケロ・ナデ ハケロ・ナデ

I-3 Ⅱ 黒茶褐色 ○ ○ ハケロ。ケズリ ナデ カキ上 ず

893 G-5 Ⅱ 茶褐色 Э Э ○ ハケロ ハケロ カキ上 ザ

894 Ⅱ 黒茶褐色 ○ ○ ハケロ・ケズリ ナデ カキ上 ザ

895 Ⅱ 黒茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ ナデ カキ上 ザ

H-5 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ○ ハケロ ハケロ・ナデ カキ上 ザ
H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ ナデ・ケズ リ ナ デ カキ上 ザ

898 H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ナ デ ナ デ カキ上 ず

899 F-4 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ケズリ ナ デ

第
血
図

H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ ナデ ナデ カキ上 ヂ

901 H-5 I 茶褐色 ○ ○ ハケロ・ナデ ハケロ カキ上 デ
902 H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ハケロ ハケロ カキ上 ザ
903 I-4 ] 茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ・ナデ ハケロ・ナデ カキ上 ザ

904 G-5 ] 茶褐色 ○ ハケロ・ケズリ ハケロ・ナデ カキ上 ザ

905 H-7 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ○ ナ デ ハケロ・ナデ カキ上 デ

906 E 暗茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ ハケロ・ナデ
（
Ｖ F-4 E 茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ・ケズリ ハケロ カキ上げ
908 H-5 E 淡茶褐色 ○ ○ ナデ・ケズリ ナ デ カキ上げ
909 H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ハケロ ケズリ・ナデ

910 F-4 Ⅱ 茶褐色 ○ Э ハケロ・ケズリ ナデ カキ上げ
911 H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ ナデ ナデ カキ上げ

茶褐色 ○ ○ ナデ・ケズリ ナデ

H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ。ナデ ケズリ・ナデ カキ上げ
H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ハケロ ハケロ

915 茶褐色 Э ○ ケズリ・指頭圧痕 ケズリ・指頭圧痕 カキ上げ
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第111図 古墳時代出土土器 3
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第112図 古墳時代出土土器 4
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第115図 古墳時代出土土器 7
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第116図 古墳時代出土土器 8

古墳時代土器観察表

挿図
番号
遺物

番号 出
土区
層位
遺構

色  調
胎  土

焼成 外  面 内 面 備 考
石英 長石 角閃石 そのfll

第

・１２
図

F-3 Ⅱ 茶褐色 C ○ 良 ナデ・ケズ リ ハケロ・ナデ

H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ケズリ・指頭圧痕 ハケロ・指頭圧痕

918 H-7 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ○ ハケロ ナ デ カキ上げ

919 I-4 Ⅱ 黒茶褐色 ○ ○ ハケロ

G-7 ] 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ

G-7 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ ケズ リ ナデ

H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ ナ デ

H-5 Ⅱ 淡茶褐色 ○ ○ ケズ リ ケズリ

924 H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ハケロ

925 正-5 Ⅱ 茶褐色 O O ハケロ・ケズリ ナ デ

第

・・３
図

926 F-7 Ⅱ 淡茶褐色 C 刻目突帯・ナデ ナ デ

ａ
ｙ Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ ア1日突帯・ハケロ・ケズリ ナ デ

928 H-6 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ 刻目突帯・ハケロ ハケロ・ナデ

929 H-6 黒茶褐色 ○ ○ ハケロ

930 N-7 Ⅶ 黒茶褐色 ○ ○ ハケロ

G-7 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ 突帯・ハケロ ハケロ・ナデ

暗茶褐色 ○ 刻目突帯・ケズリ ハケロ

E-7 黒茶褐色 ○ ○ 刻目突帯・ハケロ ナ デ
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古墳時代土器観察表

第118図 古墳時代出土土器10

0                   1 0cm

図
号
挿
番
遺物
番号 出土区

層位
遺構

色  調
胎  土

焼成 外  面 内 面 備 考
石英 長 石 町閃准その他

第

‐１４
図

934 H-6 黒茶褐色 ○ ○ 良 亥J目鉄こ幸音。ハケロ ハケロ・ナデ
〔
υ 茶褐色 ○ ○ ナデ

936 C-4 暗茶褐色 ○ 刻目突帯・ケズリ ハケロ

937 G-5 黒茶褐色 ○ ○ ○ 刻目突帯・ハケロ ハケロ・ナデ
つ
υ C-4 茶褐色 ○ ○ アヽケロ

N-5 茶褐色 ○ ○ 刻目突帯・ハケロ ヘラケズリ

940 茶褐色 ○ ○ ヘラケズリ

941 正-4 茶帽色 ○ ナデ

第
・■５
図

942 H-7 茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ ナデ

943 I-5 茶褐色 ○ ○ ナ デ ナデ
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第119図  古墳時代出土土器11

石器 (第120図 )

1053は現存長3.3cm,幅1,7cm,厚 さ1.lcmを測る砂岩

製の石器である。全面に丁寧な擦痕が観察され ,砥

石の可能性が高いものである。ただ,上端に狭りが

あり,石錘としての二次使用も考えられるが,下端

が欠損しているため用途については不明である。

また,時期についても,Ⅱ 層出上のため弥生時代

以降と考えられるが砥石としての用途からみると鉄

器が対象と思われ,古墳時代の石器として考えたい。

第120図  古墳時代出土石器
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古墳時代土器観察表

挿図
番号
物
号
遺
番 当土区

層位
遺構

色  調
胎  土

焼 成 外  面 内  面 備  考石 英 長 石 角閃石 そのld

第
・１５
図

944 茶褐色 皇 ハケロ ナ デ

945 H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ○ ケズ リ ハケロ・ナデ
946 H-5 Ⅱ 淡茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ

947 I-4 I 茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ

948 D-4 ] 茶褐色 ○ 〇 〇 ケズ リ・指頭圧痕 ナデ.指頭圧痕
949 H-7 ] 茶褐色 O ○ 〇 ハケロ ナ デ

E-2 Ⅱ 茶褐色 O 〇 ケズ リ ナ デ

D-5 ] 茶褐色 ○ ナデ・指頭圧痕 ケズ リ
N-5 Ⅶ 暗茶褐色 〇 〇 Э ケズ リ ナ デ

953 H-7 ] 淡茶褐色 ○ ○ ○ ナ デ

M-lC Ⅲ 茶褐色 〇 ○ ハケロ ナ デ

955 」-7 ] 茶褐色 〇 ○ ナデ・ケズ リ ナ デ

956 D-5 ] 茶褐色 ○ ○ ハケロ ナ デ

957 M-7 Ⅳ 茶褐色 ○ ケズ リ ナ デ

958 M-8 Ⅱ 茶褐色 ハケロ
959 G-5 E 茶褐色 〇 ○ ハケロ ナ デ

960 H-5 Ⅱ 淡茶褐色 ○ 〇 〇 ナデ

茶褐色 ○ 〇 ハケロ 。ナデ ナ デ

H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ 〇 ハケロ ナ デ

963 H-5 E 茶褐色 O 〇 ○ ナデ・指蘭 序痛 ナ デ

964 I-4 E 淡茶褐色 Э ハケロ ハケロ・ナデ

第
・１６
図

965 I-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ケズ リ ナ デ

966 F-1 E 茶褐色 ○ ○ ハケロ・ケズリ ナ デ

967 H-5 Ⅲ 茶褐色 〇 ○ ○ ケズ リ ナ デ

968 茶褐色 ○ ○ ○ ハケロ・ナデ
969 F-3 Ⅱ 茶褐色 ○ 〇 〇 ナ デ

970 L-7 Ⅱ 茶褐色 ○ 〇 ハケロ ハケロ
H-5 Ⅱ 茶褐色 〇 O ナ デ

972 H-5 Ⅱ 茶褐色 ○ ナ デ

H-5 H 茶褐色 〇 ○ ○ ハケロ・ナデ ナ デ

974 D-5 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ○ ハケロ ケズリ・ナデ
G-7 Ⅱ 暗茶褐色 〇 ○ ナ デ ナ デ

G-1 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナ デ

977 G-7 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ○ ナ デ

978 H-5 I 茶褐色 Э 〇 ナデ・ケズ リ ケズリ・ナデ
979 H-5 Ⅱ 茶褐色 〇 ナ デ ナ デ

980 M-8 Ⅱ 茶褐色 ○ 〇 ナデ・指頭圧痕 ケズリ・ナデ
981 H-3 Ⅱ 暗茶褐色 ○ 〇 ○ ケズ リ ナ デ

982 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ハケロの後ナデ ナ デ

983 H-5 Ⅱ 茶褐色 の C ○ ハケロ・ナデ ハケロ・ナデ

第
・１７
図

984 H-7 Ⅱ 淡茶褐色 〇 ○ ○ ハケロ ナ デ

985 I-5 Ⅱ 淡茶褐色 Э ○ 〇 ナ デ ナ デ

986 H-7 Ⅱ 淡茶褐色 ○ 〇 ハケロ ナ デ

987 H-5 茶褐色 ハケロ 。ナデ ナ デ

988 G-1 淡茶褐色 ○ C ナ デ ナ デ

989 H-5 淡茶褐色 ○ 〇 ハケロ ナ デ

990 H-7 淡茶褐色 ○ ○ ハケロ
991 G-7 淡茶褐色 〇 ○ ナ デ ナ デ

992 G-7 茶褐色 ○ ○ ハケロ ナデ,指頭圧痕
993 GH-6 淡茶褐色 O ○ ナ デ ナ デ

H-2 茶褐色 ○ 〇 ハケロ ハケロ
995 G-7 淡茶褐色 〇 ナ デ ナ デ

996 I-5 暗茶褐色 ○ 〇 ハケロ ナ デ

997 H-6 淡茶褐色 ○ 〇 ナ デ ナ デ

998 N-4 Ⅶ 茶褐色 〇 ○ ナ デ

999 I-2 暗茶褐色 〇 ○ ○ ハケロ ナ デ

1000 G-5 Ⅲ 茶褐色 ○ ○ ナ デ ナ デ

1001 D-4 茶褐色 〇 ○ ナ デ

1002 D-7 Ⅳ 淡茶褐色 ○ ハケロ ハケロ
1003 H-4 淡茶褐色 ナ デ

1004 H-2 Ⅱ 淡茶褐色 ○ 〇 ケズ リ ケズ リ
1005 H-6 Ⅱ 茶褐色 ○ 〇 ○ 刻 目突帯 ・ナデ ナ デ
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古墳時代土器観察表
図
号
挿
番
違物
番号 出
土区
層位
遺構
色 
「

Fl

胎  土
焼 成 外  面 内  面 備  考

石英 長 石 角閑〔 その他

ル
・・７
闇

C-4 茶褐色 ○ ○ 刻 目う〔帯 。ハ ケ ロ ハケ日

1007 M-8 茶褐色 O O 刻 目突帯・ナデ ナ デ

第
‐１８
図

1008 D-4 茶褐色 ○ C ケ ズ リ ハケロ

1009 G-7 Ⅱ 茶褐色 ○ 〇 ハケロ ナ デ

1010 H-5 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ○ ケズ リ ハ ケ 国

1011 D-7 Ⅱ 黒茶褐色 〇 〇 ケズ リ

1012 L-8 Ⅱ 茶褐色 ○ 〇 ナ デ ナ デ

1013 G-3 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナ デ

1014 D-4 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナ デ

1015 H-4 Ⅱ 茶褐色 〇 〇 ナ デ

1016 H-6 Ⅱ 茶褐色 〇 ○ ナデ ・ケズ リ ナ デ

1017 H-7 Ⅱ 茶褐色 ○ 〇 〇 ナデ・ケズ リ ナ デ

1018 芋穴 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ハケロ・ナデ ナ デ

1019 F-1 El 茶褐色 ○ ○ ○ ケズ リ ハケロ

1020 D-4 Ⅱ 茶褐色 〇 ○ ○ ナデ・ケズ リ ケズリ・ナデ

1021 G-5 Ⅱ 茶褐色 〇 〇 ○ ナ デ ナ デ

1022 H-5 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ハケロ ケズ リ

1023 H-7 ] 淡茶褐色 ○ ハケロ・ナデ ナ デ

1024 ] 茶褐色 〇 〇 ○ ハケロ・ケズリ ケズリ・ナテ

1025 H-5 Ⅱ 茶褐色 〇 〇 ケズ リ ケズリ・ハケロ

1026 GH-6 ] 暗茶褐色 ○ ○ ナ デ

1027 GH-6 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ○ ナ デ ナ デ

1028 M-8 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ナ デ

1029 D-5 Ⅱ 茶褐色 O ケズ リ ケズ リ

第
・１９
図

1030 Ⅱ 黒茶褐色 ハケロ・ナデ ナ デ

1031 H-6 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ミガキ ナ デ

Ⅱ 淡茶掲色 ○ ○ ハケロ・ケズ リ ナ デ

1033 H-7 Ⅲ 赤褐色 〇 ○ ミガキ ハケロ 丹塗 り

1034 J-7 Ⅱ 赤褐色 ○ ミガキ 丹塗 り

1035 GH 茶帽色 〇 〇 ハケロ・ナデ ハ ケ ロ

1036 C-4 赤褐色 ○ ミガキ ミガキ後ナテ 丹塗 り

1037 C-4 E 赤褐色 O ケズリ・ナデ 丹塗 り

1038 F-4 赤褐色 〇 〇 ナ デ 丹塗 り

C-4 茶帽色 ○ ナ デ ケズリ・ナデ

H-7 暗茶褐色 ○ 〇 ケズリ・ナデ

1041 G-1 茶褐色 ○ ○ ハケロ ケズ リ

1042 赤褐色 〇 ミガキ後ナデ ケズ リ 丹塗 り

1043 H-7 赤褐色 〇 〇 ナ デ ナ デ

1044 H-4 赤褐色 Э 〇 ハケロ ナ デ 穿孔有 り

1045 H-5 Ⅱ 淡茶褐色 ○ 〇 ハケロ・ケズ リ ケズリ・ハケロ 穿孔有 り

1046 H-5 Ⅲ 茶褐色 ○ 〇 指頭圧痕 ナデ 手捏ね

1047 M-8 Ⅱ 茶褐色 〇 ○ ナ デ ナ デ 手捏ね

1048 Ⅱ 暗茶褐色 ○ ○ ナ デ 手捏ね

1049 H-5 Ⅲ 茶褐色 ○ ○ 指頭圧痕 ナ デ 手捏ね

1050 E-7 Ⅱ 茶褐色 ○ ○ ケズ リ ナ デ 手捏ね

1051 E-7 Ⅱ 暗茶褐色 〇 O ナ デ ナ デ 手捏 ね

1052 H-5 El 暗茶褐色 ケズ リ ナ デ 手捏 ね

古代土器観察表
挿図
番号
遺物
番号 出
土区
位
構
層
遺 色  調

胎  土
焼成 外  面 内  面 備  考

石 英 長 石 角閃を その犯

第
・２‐
図

1054 F-1 Ⅱ 淡茶褐色 ○ 良 ナデ ナデ スス 1寸者

1055 茶褐色 ○ ○ ナデ

1056 I-5 ] 淡茶褐色 ナ デ

1057 I-2 ] 淡茶褐色 ナデ スス付着

黒茶褐色 回転ヘラ切り ナデ

1059 E-3 Ⅱ 灰 色 堅緻 ナデ ナデ

1060 青灰色 堅緻 格 7-目 日「き 司心円叩き

1061 D-4 Ⅱ 青灰色 堅 緻 司心円叩き

1062 茶褐色 堅緻 司心円・平行叩き

1063 青灰色 堅緻 司心円。平行叩き

灰 色 堅緻 司心円。平行日隆

-137-



9 古代の調査
古代はⅡ層中より遺物が若千出土したのみである。

(1)遺構

古代の遺構は検出されなかった。

(2)遺物 (第121図 )
遺物は土師器 4点 ,須恵器 7点 ,砥石 1点が出上し

たのみである。

1054～ 1057は 土師器の郭である。1054は 口縁部径

13.2cm,器高 2.5cmを測るものである。外方へ直線的

に立ち上がり,口縁部端部近くでわずかに外反する。

1055は 口縁部径14,4cm,1056は 回縁部径13.4cmを 波Iる 。

1058～ 1064は須恵器。1058は 高台を有する郭である。

1059は 蓋郭で回転ヘラ切りが明瞭に残る天丼部であ

る。1060～ 1064は甕。いずれも外面は格子ロタタキで ,

内面は同心円タタキ (1060'1061・ 1064)と 平行タタ

キ (1062・ 1063)が認められる。

1065は 砂岩製の砥石である。幅 3.8cmであるが,欠
損しているため全長はあきらかではない。表裏 。両側

面の 4面が作業面で細かな擦痕が観察される。

また,下面には敲打痕が明瞭に残り,叩 き石として

の機能も考えられるものである。

0                                 1 ocm

0                        1 ocm

1的

郭 蟻 導

第121図  古代出土遺物 1
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10 中世の調査 (第 122図 )

中世では遺物は少なく,図化できるものはなかった

が、遺構は堀立柱建物跡,溝状遺構が検出されている。

(1)遺橋 (掘立柱建物跡)(第 123～ 131図 )

D区でまとまって 4棟 (5・ 7～ 9号 ),H区で東

西に幅広く5棟 (1～ 4・ 6号 ),全体で 9棟の掘立

柱建物跡が検出された。 3号 は一部が調査区外に延び

るため全体の把握はできなかった。また , 1号 。3

号・ 6号・8号・ 9号は建物規模は 1間× 3間である

が,棟部の 1間が 2間分の距離があるため 2間× 3問

と同様としてとらえることにした。なお,文中の数値

はすべて平均値で小数第 1位 を四捨五入して表してあ

る。

1号掘立柱建物跡 (第123図 )

H-4区 で検出された。建物規模は 2間 × 3間 (約

429cm× 約650cm)で主軸は南北方向で西側に庇をもつ。

建物の棟部の柱穴径は約26cm,深 さは約44cmを 測り,

庇部分の柱穴径は約19cm,深 さは約28cmを 測るがいず

れも一定ではない。

2号掘立柱建物跡 (第 124図 )

H-3区 で検出された。建物規模は 1間× 1間 (約

125cm×約228cm)で主軸は東西方向である。柱束径は

約19.5cm,深さは約34cmを測るが一定ではない。

3号掘立柱建物跡 (第125図 )

H-1区 で検出されたが,調査区外に広がるもので

ある。建物規模は 2間 × 3間 (約440cm X約632cm)と

思われ主軸は東西方向で南側に庇をもつ。建物の棟部

の柱穴径は約24cm,深 さは約48cmを淑1り ,庇部分の柱

穴径は約14cm,深 さは約21cmを測るがいずれも一定で

はない。柱穴の埋土は柔らかい黒色土が主体で,ア カ

ホヤが点在しているものもあった。

4号掘立柱建物跡 (第126図 )

H-2区 (一部H-3区 )で検出された。建物規模

は 2間× 3間 (約408cn× 約653cm)で主軸は東西方向

である。南側に庇をもつ。建物の棟部の柱穴径は約27

cm,深 さは約36cmを 測り,庇部分の柱穴径は約16cm,

深さは約1lcmを波1る がいずれも一定ではない。

5号掘立柱建物跡 (第127図 )

D-5区 で検出された。建物規模は 2間 × 3間 (約

362cm× 約617cm)で西側の柱丈がないことから西側が

入り口だった可能性もある。主軸は東西方向で 4面の

庇をもつ。建物の棟部の柱穴径は約35cm,深 さは約29

cmを測 り,庇部分の柱穴径は約27cm,深 さは約22cmを

測るが一定ではない。

6号掘立柱建物跡 (第128図 )

H-5区 で検出された。建物規模は 2間 × 3問 (約

438cm× 約687cm)で主軸はほぼ南北方向である。柱穴

径は約26cm,深 さは約44cmを 測るが一定ではない。

7号掘立柱建物跡 (第129図 )

D-5区 で検出された。建物規模は 2間× 3間 (約

347cm× 約506cm)で主軸はほぼ束西方向である。柱穴

径は約30cm,深 さは約35cmを 測るが一定ではない。

8号掘立柱建物跡 (第130図 )

H-4～ 5区で検出された。建物規模は 2間× 3間

(約335cm×約529cm)で 主軸は南北方向である。 9号

掘立柱建物跡とほぼ重なるように検出された。柱穴が

9号掘立柱建物跡の柱穴によって切られているので 9

号掘立柱建物跡に先行する建物である。柱穴径は約30

cm,深 さは約38cmを 測るが一定ではないQ柱穴の埋土

は黒褐色の弱い粘質土が主体で ,他層の土や薩摩パ ミ

スが混在しているものもあった。

9号掘立柱建物跡 (第131図 )

H-4～ 5区で検出された。建物規模は 2間 × 3間

(約393cm×約595cm)で 主軸は南】ヒ方向である。東側

に庇をもつ。 8号掘立柱建物跡とほぼ重なるように検

出されたが 8号掘立柱建物跡より庇の分だけ大きく ,

柱穴の切り合いから時期も新 しいことがうかがえる。

建物の棟部の柱穴径は約32cm,深 さは約51cmを 測 り ,

庇部分の柱穴径は約26cm,深 さは約54cmを 測るがいず

れも一定ではない。柱穴の埋土は 8号掘建柱建物跡と

ほぼ同様であった。
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第122図 中世遺構配置図 (堀立柱建物跡 1～ 9号、溝状遺構)

溝状遺構 (第132図 )

溝状遺構はF-5区・E-4区 及びE-2・ 3区の
2か所において検出されたものであるが,本来は 1条

の溝と思われる。ほぼ東西方向に向かい中間の未調査

部分を含めて約70mを検出した。また,調査区外へも

延びるものと思われる。幅100om,深 さ15cmの浅い濤

である。ただ,上面が削平を受けているため実際はも

っと深いと思われる。掘立柱建物跡の群が 1～ 4・ 6

号と5'7～ 9号とに分かれているが,溝はその間を
横切る形で存在しており,なんらかの関連があるもの

と思われる。
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第123図  1号掘立桂建物跡

1号掘立柱建物跡柱穴計測表・柱穴志志間距離計測表

柱穴番号 てむ色  (cm) 殊 さ (Cm)

棟 部

27.0 54.0
27.0 66.0

3 22.5 57.0
24.0 60.0

5 27.0 48.0
6 24.0 45.0
7 36.0 39.0
8 24.0 45.0

庇部分

9 18.0 21,0
10 18.0 27.0

21.0 36.0
12 19.5 27.0

柱穴芯芯間 距離 (cm)

棟 部

1～ 2 228.0
2～ 3 214.5
3～ 4 217.5
1～ 4 660.0
5～ 6 201.0
6～ 7 219,0
7～ 8 219.0
5～ 8 639.0
1～ 8 424.5
4～ 5 433.5

庇部分

9～ 10 231.0
10´-11 213.0
11´-12 210,0
9～ 12 654.0
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第124図 2号掘立柱建物跡

5号掘立柱建物跡柱穴計測表・柱穴志芯間距離計測表

柱穴番号 径 (cm) M隠 さ (cm)

棟  部

36.0 42.0
33.0 375

3 45,0 42 0
4 55.5 33.0
5 27.0 30.0
6 33.0 36.0
7 21.0 30.0
8 42.0 27.0
9 24.0 30.0
420 37.5

庇部分

11 24.0 21.0
22.5 24.0
21.0 15.0

14 30.0 12.0
33.0 16.5

16 360 30,0
17 30.0 36.0
18 24.0 24.0
19 24.0 24,0
20 24.0 10.5

300 15.0
29,0 19.5
27.0 15.0

24 27.0 21.0
24,0 24.0

26 27.0 27.0
21.0 27.0
24.0 21.0

柱穴番号 径 (cm) 深 さ (cm)

1 21.0 33.0
18.0 19.5
18.0 39,0

4 21.0 33.0
柱穴芯芯間 F巨 高性 cm)

1～ 2 234.0
2～ 3 120.0
3～ 4 222.0
1～ 4 129,0

柱穴芯芯間 FE島腟 (cm)

棟  部

1～ 2 195.0
2～ 3 202.5
3～ 4 219.0
1～ 4 616.5
6～ 7 213.0
7～ 8 213.0
8～ 9 192.0
6～ 9 618.0
2～ 10 180.0
10-8 187.0
4～ 5 178 5
5～ 6 183.0
4～ 6 361.5

庇部分

11´-12 156.0
12´-13 213.0
13´-14 204.0
14´ヤ15 213.0
15-16 127.5
11～ 16 913.5
16´ヤ17 99.0
17々ヤ18 184.5
18´-19 187.5
19´
ヤ20 105.0
16～ 20 576.0
20-21 103.5
21´ヤ22 216.0
22´-23 192.0
23´-24 220.5
24オー25 159 0
20-25 891.0
25～ 26 102.0
26～ 27 202.5
27´-28 187.0
28～ 11 108,0
25～ 11 601.5
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3号掘立柱建物跡柱穴計測表 。柱穴志志間距離計測表

柱欠芯芯間 F巨露ヒ (cm)

棟 都

1～ 2 192.0
2～ 3 217.5
1～ 3 409.5
4～ 5 220.5
5～ 6 213.0
4～ 6 433.5
1～ 6 435,0
3～ 4 444,0

庇部分

7～ 8 220.5
8～ 9 211.5
7～ 9 432.0

柱穴番号 空垂 (cm) 深 さ (cm)

棟  部

1 24.0 33.0
2 24.0 63.0
3 25.5 46.5

24,0 39.0
24.0 45,0

6 24.0 60.0

庇部分

24.0 18.0
8 21,0 12.0
9 21.0 12.0
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第126図 4号掘立柱建物跡

4号掘立柱建物跡柱穴計測表・桂穴芯志間距離計測表
柱穴番号 径 (cm) 深 さ (cm)

棟 部

1 27.0 30,0
2 30.0 24.0
つ
υ 30.0 36.0
4 24.0 37.5
5 27.0 60.0
6 24.0 39.0
7 27.0 45.0
8 30.0 36,0
9 30.0 39.0
10 21.0 15.0

庇部分

12.0 9.0

12 18.0 12.0
０
゛ 19.5 12.0

15.0 12.0

柱穴芯芯間 胞離 (cm)

棟  部

1～ 2 234.0
2～ 3 198.0
3～ 4 225.0
1～ 4 657.0
6～ 7 211.5
7～ 8 201.0
8～ 9 228.0
6～ 9 640.5
1～ 10 237.0
10-9 237.0
1～ 9 454.5
4～ 5 214_5
5～ 6 240.0
4～ 6 421.5

庇部分

11´-12 216.0
12´-13 202.5
13´▼14 231.0
11-14 649.5
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第127図 5号掘立柱建物跡
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第128図 6号掘立住建物跡

6号掘立柱建物跡柱穴計測表・柱穴志志間距離計測表

柱穴番号 径 (cm) 深 さ (cm)

1 24.0 18.0
2 21.0 60.0
つ
υ 30.0 63.0
4 21.0 45.0
5 30.0 31.5
6 27.0 66.0
7 27.0 36.0
8 27.0 33.0

⑤P3     ω
P4

I

③露 ③ P5

嚇 ③

540m

540m54.Om
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乱
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Ｖ

　

Ｐ
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Ｖ

鑑

ザ

　

Ｐ
・
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Ｕ

柱穴芯芯間 距離 (cm)

1-2 222.0
2-3 234.0
3-4 228.0
1-4 684,0
5-6 232.5
6-7 222,0
7-8 235.5
5-8 690.0
1-8 438.0
4-5 433.0
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第129図 7号掘立柱建物跡

55,Om     P_10

U

7号掘立桂建物跡柱穴計測表・柱穴芯志間距離計測表

柱穴番号 性 (Cm) 深さ (cm)

1 33.0 40.5
2 30.0 36.0
０
じ 33.0 30.0
4 30.0 33.0
5 21.0 13,5
6 36.0 43.5
7 33.0 33.0
8 30.0 39.0
9 30.0 45.0
10 24.0 24.0

P‐ 5   550m
V

柱穴芯芯間 距離 (cm)

1-2 169.5
2-3 160.5
3-4 169.5
1-4 499.5
6-7 195.0
7-8 147.0
8-9 171.0
6-9 513.0
1--10 174.0
10-9 171.0
1-9 343.5
4-5 189.0
5-6 162.0
4-6 349.5
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第130図 8号掘立柱建物跡

8号掘立柱建物跡柱穴計測表 …桂穴意志間距離計測表

柱穴番号 径 Ｃｍ 殊 さ (Cm)

33.0 36.0
2- 36.0 30.0

30,0 31.5
4 27.0 27.0

30.0 42.0
6 30.0 39.0
7 30.0 48.0
8 30.0 45.0

柱ズ芯芯間 距離 (om)

1-2 187.5
2-3 166.5
3-4 175.5
1-4 529.5
5-6 186.0
6-7 175,5
7-8 166.5
5-8 528.0
1-8 330,0
4-5 339.0
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第131図 9号掘立柱建物跡

9号掘立桂建物跡柱穴計測表 。柱穴志志間距離計測表

柱穴番号 1圭 (cm) 覇Rさ  (cm)

棟 部

1 33.0 30.0
2 27.0 55.5
食
υ 36,0 42.0
4 24.0 48.0
5 28.5 60.0
6 28.5 67.3
7 45.0 53.5
8 36.0 61.5

庇部分

9 23.5 52.5
10 25.5 63.0

24.0 36.0
24.0 64.5

Ｐ・６Ｖ

田胡

柱穴芯芯間 距離 (cm)

棟  部

1-2 210.0
2-3 202.5
3-4 201=0
1-4 613.5
5-6 189,0
6-7 204.0
7-8 183.0
5-8 576.0
1-8 390.0
4-5 396.0

庇部分

9--10 195.0
10--11 208.5
11--12 183.0
9--12 586.5
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第 3節 小結
河ヽ中原遺跡においては,旧石器時代から中世までの

長期間にわたる人々の営みが続いていたことが瞭かに

なった。

縄文時代の土器は早期から晩期まで14類に分類され

た。I類～Ⅷ類までは早期 ,Ⅸ類～� 類は前期 ,�I・

� 類は後期,�類は晩期である。 Ia類土器は前平
式上器である。 Ib類は器形 ,貝殻条痕等は Ia類 と

ほIF同様であるが,胴部の貝殻条痕の上から沈線文を

施す もので
脅
る。 Ic類は加栗山遺跡を標識遺跡とす

る加栗山 式 とされるものである。 Ib類は前平式と

加栗山式の中間に位置するものでははないかと思われ

るものである。加世
明
市志風頭遺跡を標識遺跡と

協
て

志風頭式とする意 見 があるが ,松元町前原遺 跡 に

おいてこのタイプの土器が数多く出上しており今後の

類例資料の増加と研究が待たれる。

また ,角筒土器は 2重施文を主とするもので Ib・

c類に伴うものではないかと考えられる。Ⅱ類土器は

吉田式土器。Ⅲ類土器は石坂式上器。Ⅳ類土器は桑ノ

丸式上器。V類土器は押型文土器。Ⅵ類土器は右京西

タイプ。Ⅶ類土器は平穂式上器。Ⅷ類土器は塞ノ神式

上器。Ⅸ類土器は深浦式土器。 X類土器は轟式土器。

� 類土器は形式が不明のものである。� 類土器は指

宿式土器。317は色調がピンク色を呈し堅級な焼成と

いう特徴をもち,指宿地域で出土するものと近似して

いる。当地域と指宿地域の関連が窺える資料である。

� 類土器は市来式土器。� 類土器は縄文晩期の上器

である。近隼の研究においては,こ れ
ぁ
で晩期前半に

比定されていた土器を後期とする傾 向 もあるが,こ

こでは従来の編年観によることとする。� 類土器は

粗製深鉢形土器と精製浅鉢形土器があるが ,共に a

類・ b類に細分される。�Va類は上加世田式土器 ,

� b類は入佐式上器に比定されるものと思われる。

弥生時代は,中期の土器が散布状況で出土し,量も
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多くはない。中期前葉の入来式土器・後半の山之口式

土器等が主である。581・ 586・ 5971よ熊本県を中心に

分布する黒髪式土器と思われる。また,磨製石鏃と鹿

児島県では希少な磨製石尖1の破片 (640)も 出土して

いる。

古墳時代は,住居跡 7基 ,土器溜り1か所 ,土坑 9

基が検出され ,土器も多く出土する。土器溜りは甕形

土器が大半で脚付鉢形土器・壺形土器等が集中して出

上しているものである。甕形土器の特徴は口縁部がく

の字状に外反し,頸部のくびれ部から口縁部へのハケ

目によるカキ上げ技法が見られる点 ,口縁部内面の稜

線が明瞭でなくなだらかなものが多い点 ,器壁がざら

ついて ,ひび割れのような状況を呈する点等が上げら

れる。これらの特徴から,金峰町中津野遺跡を標識遺

跡とする中津野式土器に比定されるものである。中津

野式上器は南九州における弥生時代終末から古墳時代

の土器様式である成川式上器に包括されていたもので

あるが,近年の研究による成川式の細分が進み ,中津

野式を弥生時代後期の松本薗式に後続する弥生時代終

末とする見解が主流を占めているようである。しかし

ながら,中村直子氏が弥生時代終末として捉えている

中津野式においても細分が可能ではないかと考えられ

る。結論から述べると,中津野式とされている土器群

が弥生時代終末のものと古墳時代初頭のものとに区分

されると考えられる①甕形土器で見ると口縁部がくの

字状に外反し,内面に明瞭な稜線が認められるもので

安国寺式土器を伴うこともある一群は弥生時代の範疇

と考えられるが,口縁部の外反が弱くなり内面の稜線

も明瞭でなくなだらかなものは古墳時代の範疇に入る

ものではないかと考えられる。後者は中津野遺跡出土

の土器群に代表されるもので,器種も増加する傾向に

ある。本遺跡の上器溜り出土の土器群も後者に入るも

ので古墳時代初頭に位置付けたい。

住居跡は, 7基が検出されている。その中で特筆さ

れるのは 4号住居跡である。住居跡内からは大量の土

器が出上し完形土器も多かった。その中には郷蓋 ,高

邦 ,慇 の須恵器 3点が見られる。これらの須恵器は

須恵 I式の範疇に入るもので 5世紀前半頃の時期が考

えられるものである。また,須恵器の生産地は大阪府

堺市にある陶邑古窯跡群が有力であるが,近年各地で

初期須恵器の生産地が発見され一概に陶邑と決め
宅Ⅲ
ね

る状況になっている。愛媛県市場南組古窯跡群 等 も

視野に入れながら検討をする必要がある①しかしなが

ら,4号住居跡内の一括土器における成川式の年代観
がつかめたことは今後の成川式上器の研究に大いに役

立つものと思われる。 4号住居跡出土の甕形土器は胴

部上位の最大径の位置にすれ違い突帯を巡らし,口縁

部は内弯し,端部で短く外反する特徴をもつものと ,

口縁部が直行す
玲
ものがあるが,中村直子氏の編年に

よると辻堂原 式 に近いものである。つまり辻堂原式

の年代が 5世紀前半に位置付けられるものと考えられ

る。また,成川式特有の上げ底の脚台を有しない丸底

の甕形土器が多い点も特筆されるものである。

本遺跡の竪穴住居跡群についてみると, 2号 。5

号・ 6号住居跡の甕形土器は口縁部が外反し,内面に

稜線を有するもので中村の編年による東原式 に近い

ものである。このことから,2号・ 5号 。6号が先行
し, 1号 。3号 。4号住居跡が後出するものと思われ

る。 7号については,出土土器が小破片であり時期判

定ができないものである。

中世においては,溝状遺構と掘立柱建物跡 9棟が検

出されているが,伴 う遺物が少ないために時期判定は

困難である。ただ,農業開発総合センター遺跡群内に

は同様の掘立柱建物跡群があり,それらとの関連性か

ら中世に位置づけられるものである。今後整理作業が

進むことにより古里遺跡・馬塚松遺跡・諏訪牟田遺

跡・諏訪脇遺跡・宗円堀遺跡・市堀遺跡等の中世集落

との関連があきらかになるものと思われる。
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第Ⅷ章 馬廻遺跡

第 1節 調査の概要
1 遺跡の立地及び調査概要
馬廻遺跡は吹上町入来に所在する。平成10年度に確

認調査 ,平成12年 9月 に本調査を実施した。

遺跡は吹上町と金峰町の境界に近い所にある。南側

の小高い丘 (標高65m)か ら北側へ緩やかに延びる標
高約50mの平坦面に立地する。遺跡の西側・南側・北

側の三方は比高差20～ 35mの谷が入り込んでいる。ま

た,北側には急傾斜地を挟んで標高約70mの 台地が広

がっている。この台地に窪見ノ上遺跡が存在する。

調査は一辺20mの グリッドを設けて実施した。層位

は,I層からX層まで基本的な土層であるが,丘陵の
南側の大半は表土の下がすぐにXI層の岩盤 (熔結凝

入岩)で遺物包含層は削除されている状況であった。
遺物は縄文時代早期の石坂式土器・桑ノ丸式上器 。押

型文土器等が出土している。

2 遺構
遺構は検出されなかった。

3 遺物
遺物は縄文時代早期 。前期・晩期 ,弥生時代中期 ,

古墳時代と幅が広い時期のものが出土しているが,遺

物の量は少ない。大半が縄文時代早期の遺物で ,弥生

時代・古墳時代のものは 1点ずつである。

(1)縄文時代
土器 (第 6図～第 7図 )

縄文時代早期では,石坂式土器 ,下剥峯式土器 ,桑
ノ丸式土器 ,押型文土器が見られる。

1は石坂式土器のほぼ完形土器である。口縁部径

27.5cmを 測るものである。平底の底部から直線的に立

ち上がり,口縁部には穿孔を持つ 1対の突起を有する。

口縁部には貝殻復縁による刺突文を綾杉状に施し,や

や丸みを帯びた口唇部にはキザミロが見られる。胴部

には綾杉文様を意識した貝殻条痕文が施されるがやや

乱れている。

2は桑ノ丸式土器である。復元口縁部径26.8cm,復

元底部径14.4cm,器高28cmを 測る。

分厚い平底から直線的に立ち上がった月同部が口縁部近

くでわずかに内弯するものである。口唇部は平坦では

ないがやや内傾する。外面にはクシ状の施文具で羽状

の沈線文を描いてある。施文具は 3本のクシを手で束

ねた状態で,ク シ歯状の規則性はない①現況で 8段の

施文帯がある。口縁部下位には焼成前の貫通しない穴

が認められる。

3～ 9は押型文土器である。いずれも楕円押型文を

施すもので 3～ 5は口縁内面にも押型文が施される。

10～ 12は貝殻腹縁による刺突文を施す下剥峯式土器

である。いずれも小破片で全体形状はつかめないが横

位の刺突文を疎に施すものである。

18～22は縄文時代 fl■期の深鉢形土器である。18は直

行する口縁部である。19。 20は胴部でやや屈曲するも

のである。20・ 21は器外面に条痕が認められる。22は

研磨されたものであるが ,「まり」の可能性もある。

石器 (第 3図 )

石器は 3点が出土している。24は打製石斧の基部で

一部に自然面を残す。25・ 26は磨石である。25は両面

を作業面としているが,片面には擦痕が明瞭に認めら

れる。また,側縁には敲打痕が見られる。26も 両面を

作業面とし,片面・側縁に敲打痕が見られる。

(2)弥生時代 (第 7図 )
弥生時代の遺物は 1点だけである。23は復元回縁部

径20.6cmを淑Jる甕形土器である。口縁部は逆 L字状に

外反するもので,内面が鋤先状に突出する。弥生時代

中期のものと思われる。
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4 小結
局廻遺跡は�層の岩盤が露出している部分もあり,

遺跡の残存は良好ではなかった。そのため遺物の出

土する範囲も狭く量も少なかった。しかしながら完

形になる石坂式土器やほぼ完形の桑′丸式土器など

が出土しており,貴重な資料を得ることができた。

∽
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第 3国 出土遺物 3

0                             1 0cln

-158-



第区章 三反牟田遺跡

第 1節 調査概要
1 遺跡の立地及び調査概要
三反牟田遺跡は吹上町入来に所在する。平成10年度

に確認調査を実施した。

遺跡は町道笠岡 。今田線沿いにあり,北側の標高約

70mの 丘陵の裾部から幅約30mの 平坦面があり,そ の

平坦面から南側へ急傾斜し谷部 (標高約30m)へ と続

く地形で,その平坦面に遺跡は立地している。

調査は 2m× 17mの南北に長いトレンチを設定して

実施した。層位は 1層・耕作土 ,llL層・暗茶褐色土 ,

IIIb層・黄褐色土 ,Ⅳ層・茶帽色土 ,V層・黒褐色土 ,

Ⅵ層・黄色火山灰 (薩摩),Ⅶ層・茶褐色粘質土 ,Ⅷ

層・凝灰岩礫混じりの灰色粘質土に分層される。遺物

包含層はⅢ層・Ⅳ層である。遺物の層位的な把握はで

きなかったが,縄文時代早期の前平式上器の小破片 1

点と縄文時代晩期・古墳時代の遺物が出土している。

この遺跡の特徴的な点はチャートや頁岩の剥片が多い

こと及びそれらの石材で作られた石鏃が13点 も出土し

ていることである。

2 遺構
遺構は検出されなかったが,遺物の出土状況等から

石器 (石鏃)製作跡ではないかと考えられる。

3 遺物 (第 3・ 4図 )
トレンチ調査ではあるが出土遺物は多かった。しか

しながら,チ ャート・玉髄などの剥片が多く図化でき

るものは少なかった。

1は前平式土器で縄文早期である。 2は黒色研磨の

施された浅鉢で縄文時代晩期である。内外面共にきめ

の細かいヘラミガキが施される。 3～ 5は古墳時代の

土器で,3は甕形土器の口縁部 ,内外面共になで整形

が施される。 4は中空の脚台を有する甕形土器の底部

である。内外面共にナデ整形であるが,外面の一部に

指頭押圧の痕跡も認められる。5は壷形土器の口縁部 ,

復元口縁部径14.3cmを 測る。ややしまった頸部から口

縁部はわずかに外反するものである。内外面共にナデ

整形が施される。 6は磨石片である。全面に使用によ

る磨痕が見られる。また,一部剥脱している。 7～ 19

は石鏃である。石材はチャート・玉髄とトレンチ内か

ら出土している剥片と同じである。 7・ 8は凹基式で

あるが狭りは浅いものである。 7は肩部が張り5角形

状を呈する。 9～ 14は二等辺三角形鏃である。 9は平

基式 ,10は浅い凹基式 ,m～ 14は基部が欠損している

ものである。15～ 17は肩部が膨らみ 5角形状に近い形

態である。基部はいずれも平基式に近いものである。

18'19は基部が斜めになり片側縁に突起を有する特異

な形態を呈するものである。

4 小結
三反牟田遺跡は,面積2,100だ と狭い所であるが ,

縄文時代の石器 (石鏃)製作跡ではないかと思われる

状況が見られた。しかしながらトレンチ 1か所だけの

調査で全容は明らかにすることはできなかった。

また,整備事業でも遺跡に影響が及ばないようにし

て周回道路が建設されたため,現状で保存されること

になった。

-159-



⑮

50m 55m 60m  65m
0                                  1oom

第 2図 周辺地形図及び トレンチ配置図

第 1図 三反牟田遺跡位置図 (1/25,000)

ｍ

　

ｍ

　

　

　

ｍ
　
　

　
　

ｍ

-160-



|:
毛
ご
II
ir
iF
'1
下

■
二
i工

I・
・

:

●
° “
“
  
  
  

・
i:
`・
o.
・
…
i^
゛
甘
l.

●
上
r1
1:
ギ
浮
1.
il
t≒
li
tt
 i
.■
.・
・
●
●
i‐
工
ご .
■

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
4m

~~
67
5m

‐ ‐ ド ０ ド ー

奪
鶏
購

2

７
意 杉

琴 ヽ 套

第
3図
 
遺
物
出
土
状
況
。
上
層
図
及
び
出
土
遺
物
1



ぬ!′凸1

&↓m

詠
甲

雨

撫
』

～

　

！

　

　

～

え
鰯
９
熙

‐２
ゑ
に

‐５
¢

０

‐９

0                            5cm

―

　

　

を

日
＝
＝
―Ｉ
Ｈ
Ｖ

‐　　蕊黙肉郷翔い一
′

０

‐ ６

′ぺ

―

　

　

　

―

‐姶

∞
17

第 4図 出土遺物 (石鏃 )

-162-



鹿児島県立埋蔵文化財文化センター発掘調査報告書 (83)

農業開発総合センター建設に伴 う

埋蔵文化財発掘調査報告書 I

農業開発総合センター遺跡群 I

第 2分冊
(吹上小中原遺跡 。馬廻遺跡 。三反牟田遺跡 )

発行日 平成17年 3月 25日
発 行 鹿児島県立埋蔵文化財センター

〒899-4461

鹿児島県国分市上之段■75-1

“

L(0995)48‐5811

印刷所 株式会社 秀巧社印刷
T890--0072

鹿児島県鹿児島市新栄町25-7
TEL(099)257‐ 3300




